
米
中
接
近
と
朝
鮮
戦
争
軍
事
停
戦
体
制

│
│
国
連
軍
司
令
部
の
温
存
と
米
朝
直
接
協
議
提
案
の
起
源
│
│

倉

田

秀

也

一

問
題
の
所
在
│
│

大
国
間
の
協
調

の
攪
乱
要
因
│
│

二

軍
事
停
戦
体
制

局
地
化

と

大
国
間
の
協
調

│
│
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
少
将
提
案
│
│

三

力
の
真
空
状
態

と
多
国
間
関
係
│
│
南
北
赤
十
字
会
談
の
二
つ
の
側
面
│
│

四

中
国
国
連
加
盟
と
平
和
体
制
の
国
際
管
理
案
│
│
国
連
の
権
能
の

奪
と
そ
の
限
界
│
│

㈠

朝
鮮
半
島
の
公
認
さ
れ
た
平
和
的
地
位

│
│

ポ
ー
ロ
Ⅱ

で
の
討
議

㈡

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
和
平
と
北
朝
鮮
│
│
朴
成
哲
ハ
ノ
イ
訪
問

五

上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

と
国
連
の
権
能
│
│
米
朝
直
接
協
議
の
余
地
│
│

㈠

朴
正
煕

国
家
非
常
事
態
宣
言

と
金
日
成
の

平
和
攻
勢

│
│
李
厚
洛
の
大
国
間
保
障
案

㈡

上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

と
国
連
軍
司
令
部
│
│

ク
ロ
ス
接
触

の
端
緒

六

結
語
│
│

四
大
国
保
障
論

へ
の
接
近
と
限
界
│
│
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一

問
題
の
所
在
│
│

大
国
間
の
協
調

の
攪
乱
要
因
│
│

一
九
七
〇
年
二
月
、
ニ
ク
ソ
ン
（Ric

h
ard

M.
N
ix
o
n

）
は
外
交
教
書
で
、
そ
の
前
年
の
ア
ジ
ア
の
駐
留
米
軍
の
削
減
を
骨
子
と

す
る

グ
ア
ム
・
ド
ク
ト
リ
ン

を

ニ
ク
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン

と
し
て
定
式
化
し
、
同
年
三
月
末
に
は
約
二
万
名
の
在
韓
米
軍

の
削
減
を
指
示
す
る
国
家
安
全
保
障
決
定
覚
書
（N

atio
n
al

S
ec

u
rity

D
ecisio

n
M
e
m
ora

n
d
u
m:

N
S
D
M）‐
48
を
纏
め
た
。
こ

れ
を
受
け
翌
七
一
年
三
月
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
、
朴
正
煕
政
権
の
強
い
抵
抗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
七
歩
兵
師
団
の
撤
収
を
強
行
し
、

そ
れ
ま
で
非
武
装
地
帯
の
後
方
を
担
当
し
て
い
た
第
二
歩
兵
師
団
も
再
配
置
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
韓
国
軍
が
全
軍
事
境
界
線
の
防

衛
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
試
み
た
韓
国
防
衛
の

韓
国
化

は
こ
こ
に
一
応
の
結
実
を
み
た
。

し
か
し
、
こ
の
外
交
教
書
が
、
同
盟
国
へ
の
米
国
の
軍
事
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
逓
減
だ
け
で
な
く
、
中
国
と
の
関
係
構
築
を
謳
っ

て
い
た
以
上
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
朝
鮮
半
島
政
策
は
、
中
国
と
の

大
国
間
の
協
調

の
中
に
位
置
づ
け
て
初
め
て
輪
郭
を
整
え
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
文
脈
で
、

ポ
ー
ロ
Ⅰ

と
呼
ば
れ
る
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
（H

e
n
r
y
A.

K
issin

g
er

）
大
統
領
国
家
安
全
保
障
担

当
特
別
補
佐
官
の
第
一
回
秘
密
訪
中
を
経
て
発
表
さ
れ
た
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
（
一
九
七
一
年
七
月
一
五
日
）
が
、
朝
鮮
半
島
に
及

ぼ
し
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。
す
で
に
朴
正
煕
は
一
九
七
〇
年
の
光
復
節
で

善
意
の
競
争

提
案
を
行
い
、
北
朝
鮮
と
の
対
話

を
提
議
し
て
い
た
が
、
七
一
年
の
新
年
辞
で
米
中
関
係
の
改
善
に
触
れ
つ
つ
、
北
朝
鮮
が

こ
の
地
域
で
力
の
真
空
状
態
が
で
き
、

共
産
主
義
が
自
由
主
義
に
比
べ
て
相
対
的
に
力
の
優
位
に
立
っ
て
い
る

と
い
う

誤
っ
た
判
断

を
下
す
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
。

ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
で
朴
正
煕
が
抱
い
た
安
全
保
障
上
の
懸
念
は
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
を
緩
和
す
べ
く
大
韓
赤
十
字
社

が
北
朝
鮮
に
南
北
赤
十
字
会
談
を
提
案
し
た
。
他
方
の
北
朝
鮮
も
、
そ
れ
ま
で

南
朝
鮮
革
命

を
人
民
民
主
主
義
革
命
と
規
定
し
、

南
朝
鮮
人
民

に
統
一
革
命
党
の
下
に
労
働
者
と
農
民
が
結
集
し
て
朴
正
煕
政
権
を
打
倒
す
る
こ
と
を
鼓
吹
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
南
北
赤
十
字
会
談
の
提
案
を
受
け
入
れ
、
打
倒
の
対
象
で
あ
っ
た
朴
正
煕
政
権
と
の
対
話
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。
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米
中
接
近
は
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
紛
争

局
地
化

の
端
緒
と
な
り
、

大
国
間
の
協
調

の
形
成
と
表
裏
一
体
の
関
係
を
形
づ

く
っ
た
が
、
両
者
が
最
も
有
機
的
な
関
係
を
も
っ
た
の
は
軍
事
停
戦
体
制
で
あ
っ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
の
直
前
、
国
連
軍
側
首

席
代
表
の
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
（Felix

M.
R
o
g
ers

）
空
軍
少
将
は
、
非
武
装
地
帯
に
お
け
る
軍
事
的
信
頼
醸
成
措
置
と
と
も
に
、
米
軍
将

校
が
担
っ
て
い
た
国
連
軍
側
首
席
代
表
を
韓
国
軍
将
校
に
交
替
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
そ
の
間
、
中
国
は
一
九
七
〇
年
四
月

の
周
恩
来
国
務
総
理
の
訪
朝
を
機
に
、
文
化
大
革
命
期
に
冷
却
化
し
た
北
朝
鮮
と
の
関
係
改
善
に
成
功
し
、
空
席
を
強
い
ら
れ
て
い

た
軍
事
停
戦
委
員
会
に
も
中
国
人
民
志
願
軍
代
表
団
を
復
帰
さ
せ
た
。
こ
の
時
期
、
軍
事
停
戦
体
制
は
そ
れ
を
南
北
間
に

局
地

化

す
る
提
案
を
介
在
さ
せ
つ
つ
、
常
態
を
取
り
戻
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
他
方
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
紛
争

局
地
化

と

は
、
韓
国
の
安
全
保
障
の
た
め
ソ
ウ
ル
に
駐
留
し
た
国
連
軍
司
令
部
、
ま
た
、
同
じ
く
ソ
ウ
ル
で
統
一
問
題
の
解
決
に
お
け
る
国
連

の
責
任
を
象
徴
し
て
い
た
国
連
韓
国
統
一
復
興
委
員
会
（U

nite
d
N
atio

n
s
C
o
m
m
issio

n
for

U
nificatio

n
a
n
d
R
e
h
a
bilitatio

n

of
K
ore

a:

U
N
C
U
R
K）
の
二
つ
の
国
連
の
権
能
を

奪
す
る
こ
と
を
伴
う
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は

ポ
ー
ロ
Ⅱ

と
呼
ば
れ
る

一
九
七
一
年
一
〇
月
の
二
回
目
訪
中
の
際
、
周
恩
来
と
の
間
で
、
軍
事
停
戦
体
制
の
平
和
体
制
へ
の
転
換
、
国
連
軍
司
令
部
、

U
N

C
U
R
K

に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
た
が
、
南
北
赤
十
字
会
談
予
備
会
談
の
進
行
中
、
米
中
両
国
が
韓
国
か
ら
国
連
の
権
能
の

奪

を
い
か
に
捉
え
た
か
を
検
証
す
る
こ
と
は
、
紛
争

局
地
化

と

大
国
間
の
協
調

と
が
相
互
に
い
か
に
作
用
し
た
か
を
み
る
上

で
必
須
と
な
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
が
南
北
朝
鮮
に
容
易
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
に
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
。
第
七
代
大
統
領
選
挙
（
一
九
七
〇
年

四
月
二
七
日
）
を
前
に
展
開
さ
れ
た

安
保
論
争

で
、
新
民
党
選
出
の
金
大
中
候
補
は
、
南
北
間
の
武
力
不
行
使
を
訴
え
つ
つ
、

米
中
関
係
の
改
善
、
中
国
の
国
連
加
盟
を
予
期
し
た
上
で
、
周
辺
四
カ
国
に
不
戦
を
誓
約
さ
せ
る

四
大
国
保
障
論

を
提
唱
し
て

い
た
。
こ
の
構
想
自
体
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
紛
争

局
地
化

と

大
国
間
の
協
調

と
前
提
と
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

四
大
国
保
障
論

は
、
こ
れ
を
批
判
し
た
朴
正
煕
が
第
七
代
大
統
領
に
就
任
し
て
一
旦
葬
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
金
大
中
が
予
期
し

米中接近と朝鮮戦争軍事停戦体制

375



た
よ
う
に
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
に
続
き
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の

ポ
ー
ロ
Ⅱ

の
終
了
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
第
二
六
回
国

連
総
会
で
は
中
国
の
国
連
加
盟
が
実
現
し
た
。
す
で
に
朴
正
煕
は
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
を
受
け
、
南
北
赤
十
字
会
談
を
提
起
し
て
い

た
が
、
中
国
の
国
連
加
盟
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
を

大
国
間
の
協
調

と
捉
え
、
周
辺
諸
国
に
朝
鮮
半
島
で
の
武
力
不
行
使
に
関
す
る

誓
約
を
求
め
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は

四
大
国
保
障
論

を
追
認
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
朴
正
煕
が

四
大
国
保
障

論

を
追
認
す
る
か
否
か
は
と
も
か
く
、
当
時
の
国
内
政
治
状
況
は
、
必
ず
し
も
朴
正
煕
が
統
合
さ
れ
た
統
一
外
交
政
策
を
展
開
す

る
条
件
に
は
な
か
っ
た
。
新
民
党
は

珍
山
波
動

と
呼
ば
れ
る
党
内
混
乱
の
中
、
金
弘
壱
を
党
首
権
限
代
行
と
し
て
第
八
代
国
会

議
員
選
挙
（
一
九
七
一
年
五
月
二
五
日
）
に
臨
ん
だ
が
、
総
二
〇
四
議
席
中
八
九
議
席
を
獲
得
し
、
第
七
代
国
会
選
挙
（
一
九
六
七
年

六
月
八
日
）
で
の
四
五
議
席
を
ほ
ぼ
倍
増
さ
せ
、
朴
正
煕
の
退
陣
を
求
め
る
学
生
ら
の
運
動
も
苛
烈
を
極
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

北
朝
鮮
に
目
を
転
じ
て
み
て
も
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
を
受
け
朴
正
煕
と
の
対
話
に
着
手
し
た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
不
可
逆
の
趨

勢
と
は
い
い
難
か
っ
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は

ポ
ー
ロ
Ⅱ

の
際
に
周
恩
来
に
対
し
て
、
北
朝
鮮
が
一
九
七

一
年
一
月
に

ル
ー
マ
ニ
ア
副
大
統
領
を
通
じ
て

米
国
に
接
触
を
求
め
て
き
た
事
実
を
知
ら
せ
、
米
国
政
府
が

非
常
に
融
和
的

な
返
答

を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
朝
鮮
か
ら
は
無
反
応
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
北
朝
鮮
は
過
去
、

プ
エ

ブ
ロ
号
事
件

の
事
後
処
理
で
米
国
と
交
渉
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
共
産
党
、
黒
豹
党
な
ど
の
団
体
と
の
交
流
も
維
持
し
て

い
た
が
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
公
表
し
た
内
容
は
、
北
朝
鮮
が
第
三
国
を
介
し
た
政
府
間
接
触
の
試
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
対
米

接
触
と
は
次
元
を
異
に
し
て
い
た
。
北
朝
鮮
が
対
米
関
係
に
傾
斜
す
れ
ば
、
そ
れ
は
紛
争

局
地
化

の
構
図
を
崩
壊
さ
せ
、
朝
鮮

半
島
に
関
わ
る
米
中
両
国
の

大
国
間
の
協
調

を
動
揺
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
周
知
の
通
り
、
北
朝
鮮
は
一
九
七
三
年
八
月
以
降
、

南
北
対
話
を
決
裂
さ
せ
、
七
四
年
三
月
に
米
国
に
は
平
和
協
定
の
締
結
を
提
起
す
る
が
、
北
朝
鮮
が
南
北
赤
十
字
会
談
を
進
め
つ
つ
、

対
米
関
係
を
統
一
政
策
の
全
体
像
の
中
に
い
か
に
位
置
づ
け
て
い
た
か
を
検
証
す
る
こ
と
は
、
後
に
北
朝
鮮
が
平
和
協
定
の
締
結
を

求
め
る
政
策
上
の
起
源
を
探
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
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二

軍
事
停
戦
体
制

局
地
化

と

大
国
間
の
協
調

│
│
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
少
将
提
案
│
│

N
S
D
M

‐
48
は
在
韓
米
軍
二
万
名
の
削
減
を
指
示
す
る
文
書
で
あ
り
、
第
七
歩
兵
師
団
の
撤
収
と
第
二
歩
兵
団
の
再
配
置
は
こ

れ
を
実
行
に
移
し
た
形
と
な
っ
た
が
、
こ
の
文
書
は

板
門
店
に
お
け
る
国
連
の
安
全
保
障
上
の
責
任
を
引
き
続
き
果
た
す
こ
と
と

両
立
す
る
形
で
、
非
武
装
地
帯
内
の
米
国
の
軍
事
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
最
低
限
に
引
き
下
げ
る

（
傍
点
は
引
用
者
）
こ
と
も
指
示
し
て
お

り
、
軍
事
停
戦
体
制
に
も
波
及
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
、
軍
事
停
戦
委
員
会
国
連
軍
側
首
席
代
表
の
ロ
ジ
ャ
ー
ズ

少
将
は
、
第
三
〇
六
次
軍
事
停
戦
委
員
会
本
会
議
（
一
九
七
〇
年
一
〇
月
一
七
日
）
で
、
共
同
警
備
区
域
の
警
備
兵
を
計
三
五
名
に
削

減
す
る
と
と
も
に

武
装
解
除

さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
、
第
三
一
六
次
軍
事
停
戦
委
員
会
本
会
議
（
一
九
七
一
年
六
月
二
日
）
で

は
、
共
同
警
備
区
域
に
限
定
さ
れ
な
い

非
武
装
地
帯
の
非
武
装
化

を
提
案
し
た

）
。
こ
れ
ら
の
提
案
は
、

非
武
装
地
帯
内
の
米

国
の
軍
事
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
最
低
限
に
引
き
下
げ
る

こ
と
に
よ
る
抑
止
力
の
低
下
を
軍
事
停
戦
協
定
の
規
定
を
履
行
す
る
こ
と
で
相

殺
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
非
武
装
地
帯
の
設
置
は
、
軍
事
停
戦
協
定
に
よ
る
兵
力
引
き
離
し
措
置
で
あ
っ
た

が
（
軍
事
停
戦
協
定
第
一
条
一
項
～
一
一
項
）、
そ
れ
は
遵
守
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の

非
武
装
地
帯
の
非
武
装

化

と
い
う
逆
説
的
な
言
辞
は
、
非
武
装
地
帯
の
実
態
が
軍
事
停
戦
協
定
の
規
定
か
ら
乖
離
し
て
い
る
こ
と
を
反
証
し
て
い
た
。

こ
れ
と
関
連
し
て
、
一
九
七
一
年
六
月
六
日
、
ポ
ー
タ
ー
（W

illia
m

P.
P
orter

）
駐
韓
米
大
使
が
国
務
省
の
要
請
で
纏
め
た
韓

国
の
安
全
保
障
に
お
け
る
国
連
の
役
割
に
関
す
る
報
告
は
特
筆
さ
れ
て
よ
い
。
こ
こ
で
ポ
ー
タ
ー
は
、
米
軍
将
校
が
国
連
軍
側
首
席

代
表
を
務
め
る
軍
事
停
戦
体
制
を
換
え
、
そ
れ
を
韓
国
軍
将
校
に
交
替
す
る
案
を
伝
え
て
い
た

）
。
ポ
ー
タ
ー
は
そ
れ
以
前
、
朴
正
煕

に
南
北
対
話
を
慫
慂
し
て
い
た
が

）
、
軍
事
停
戦
体
制
で
も
そ
の
制
度
的
基
盤
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
受
け

ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
、
第
三
一
七
次
軍
事
停
戦
委
員
会
本
会
談
（
一
九
七
一
年
六
月
一
二
日
）
で
、
①
一
定
地
域
を
設
定
し
、
双
方
の
全
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て
の
軍
事
要
員
を
撤
収
し
、
共
同
監
視
班
（
双
方
佐
官
級
二
～
三
名
と
付
属
要
員
か
ら
構
成
）
に
非
武
装
地
帯
内
の
あ
ら
ゆ
る
要
塞
、

陣
地
、
警
備
哨
所
、
地
雷
原
、
鉄
条
網
、
そ
の
他
の
自
由
往
来
を
妨
げ
る
人
為
的
障
害
物
に
関
す
る
説
明
、
そ
の
位
置
を
記
入
し
た

報
告
書
を
軍
事
停
戦
委
員
会
に
報
告
す
る
、
②
軍
事
停
戦
委
員
会
は
そ
の
報
告
内
容
を
討
議
し
、
そ
れ
ら
を
除
去
す
る
措
置
を
と
っ

た
後
、
共
同
監
視
班
が
そ
れ
を
点
検
し
、
全
て
の
対
象
物
が
完
全
に
除
去
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
、
反
省
報
告
書
を
軍
事
停
戦
委
員

会
に
提
出
す
る
、
③
軍
事
停
戦
委
員
会
は
そ
れ
と
隣
接
す
る
新
た
な
地
域
に
点
検
作
業
を
拡
大
し
、
右
記
と
同
様
の
方
法
で
除
去
作

業
を
実
施
し
、
非
武
装
地
帯
全
域
の
あ
ら
ゆ
る
対
象
物
を
除
去
す
る
ま
で
、
こ
れ
を
繰
り
返
し
実
施
す
る
、
④
い
か
な
る
武
器
、
軍

事
要
員
も
非
武
装
地
帯
内
に
出
入
り
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
民
間
作
業
員
が
非
武
装
地
帯
に
入
っ
て
農
耕
・
開
墾
す
る
こ
と
を
許
容

し
、
非
武
装
警
察
が
各
々
の
地
域
に
入
っ
て
民
間
人
を
統
制
し
、
軍
事
境
界
線
を
越
え
な
い
こ
と
を
保
障
す
る
と
い
う
、
非
武
装
地

帯
の
平
和
維
持
に
関
す
る
四
項
目
の
提
案
を
行
っ
た

）
。

も
と
よ
り
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
提
案
そ
れ
自
体
は
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
北
朝
鮮
も
外
務
省
代
弁
人
声
明
を
通
じ
て
、

何
ら
新

し
い
も
の
は
な
い

）

と
批
判
し
て
い
た
。
実
際
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
提
案
の
多
く
は
、
軍
事
停
戦
協
定
の
規
定
と
重
複
し
て
い
た
。
例

え
ば
、
軍
事
停
戦
協
定
第
二
条

B
二
三
項
は
、
軍
事
停
戦
委
員
会
が
非
武
装
地
帯
お
よ
び
漢
江
河
口
に
関
す
る
軍
事
停
戦
協
定
の
規

定
の
実
施
の
た
め
の
共
同
監
視
班
一
〇
班
を
配
置
す
る
と
規
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
提
案
の
要
諦
は
、
こ
れ
ら
の

軍
事
的
信
頼
醸
成
措
置
の
多
く
が
南
北
間
で
と
ら
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
七
月
四
日
、

国
連
軍
側
首
席
代
表
を
韓
国
軍
将
校
に
交
替
さ
せ
る
こ
と
を
提
起
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
関
係
国
の
間
で
合
意
が
み
ら
れ
れ
ば
、

軍

事
停
戦
委
員
会
は
韓
国
民
を
平
和
と
統
一
に
導
く
上
で
重
要
な
役
割
を
担
う

）

と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が

N
S
D

M
‐
48
に
従
っ
て
第
七
歩
兵
師
団
の
撤
収
と
第
二
歩
兵
師
団
の
再
配
置
を
強
行
し
な
が
ら
も
、

ニ
ク
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン

が
韓

国
の
安
全
保
障
に
対
す
る
責
任
を
謳
っ
た
よ
う
に
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
提
案
も
米
国
が
軍
事
停
戦
協
定
の
事
実
上
の
署
名
者
と
し
て
の

責
任
を
放
棄
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
、
国
連
軍
側
首
席
代
表
を
韓
国
軍
将
校
に
交
替
さ
せ
る
こ
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と
で
、
軍
事
停
戦
体
制
に
お
け
る
国
連
軍
側
の
主
従
関
係
を
換
え
る
こ
と
を
意
図
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
こ
の
提
案

を

私
見

と
断
っ
て
い
た
が
、
ポ
ー
タ
ー
が
事
前
に
同
様
の
内
容
の
報
告
を
纏
め
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
き
、

私
見

と
は

い
い
難
く
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
内
部
で
検
討
さ
れ
た
結
果
、
下
さ
れ
た
方
針
と
考
え
て
よ
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

ニ
ク
ソ
ン
・
ド

ク
ト
リ
ン

に
よ
る
対
韓
軍
事
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
逓
減
と
南
北
当
事
者
に
よ
る
軍
事
的
信
頼
醸
成
措
置
は
、
表
裏
一
体
の
関
係
を

形
づ
く
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
ロ
ジ
ャ
ー
ス
の
提
案
は
、
当
時
ニ
ク
ソ
ン
が
す
す
め
て
い
た
対
中
関
係
の
改
善
と
の
関
連
で
も
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い

た
。
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
が
こ
の
提
案
を
行
っ
た
と
き
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は

ポ
ー
ロ
Ⅰ

に
よ
る
秘
密
訪
中
の
途
に
あ
り
、
キ
ッ
シ
ン

ジ
ャ
ー
が
北
京
で
周
恩
来
と
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
た
と
き
、
中
国
人
民
志
願
軍
代
表
団
が
軍
事
停
戦
委
員
会
に

五
年
ぶ
り
に
復
帰
し
て
い
た
。
中
国
は
こ
れ
に
よ
り
、
中
朝
関
係
の
改
善
を
誇
示
で
き
、
軍
事
停
戦
に
関
す
る
討
議
に
発
言
力
を
回

復
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
の
直
前
、
中
朝
友
好
協
力
相
互
援
助
条
約
調
印
一
〇
周
年
を
記
念
し
て
李
先
念
国
務

院
副
総
理
、
李
德
生
中
国
人
民
解
放
軍
総
政
治
局
主
任
を
代
表
す
る
党
政
代
表
団
が
訪
朝
し
た
が
、
そ
こ
に
新
た
に
中
国
人
民
志
願

軍
代
表
団
代
表
に
任
じ
ら
れ
た
何
渠
若
も
姿
を
現
し
た

）
。
何
渠
若
は
ま
た
、
朝
鮮
人
民
軍
側
首
席
代
表
の
韓
瀅
玉
少
将
の
所
属
部
隊

の
集
会
に
も
出
席
し
、
そ
の
前
年
の
周
恩
来
訪
朝
の
際
に
確
認
さ
れ
た
中
朝
間
の

戦
闘
的
友
誼

を
謳
い
上
げ
た

）
。

ニ
ク
ソ
ン
が
一
九
七
一
年
の
外
交
教
書
で
、

ニ
ク
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン

を
対
中
関
係
の
改
善
と
い
う
大
国
間
関
係
に
位
置
づ

け
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
提
案
に
前
後
し
て
、
中
国
人
民
志
願
軍
代
表
団
が
復
帰
す
る
こ
と
で
軍
事
停
戦
体
制
が

常
態
を
回
復
し
た
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
っ
た
。
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
国
連
軍
側
首
席
代
表
を
韓
国
軍
将
校
に
交
替
す
る
提
案
を
行
っ
た
と

き
、

対
話
は
本
質
的
に
政
治
会
談
に
発
展
し
、
南
北
間
接
触
の
性
格
に
換
え
る
こ
と
も
で
き
る

と
述
べ
て
い
た
。
軍
事
停
戦
協

定
第
六
条
第
六
〇
項
が
求
め
た

朝
鮮
問
題
の
平
和
的
解
決
を
保
障

す
る
た
め
の

一
層
高
級
な
政
治
会
談

と
し
て
、
一
九
五

四
年
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
が
開
か
れ
た
よ
う
に
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は

政
治
会
談

の
語
に
、
南
北
間
で
軍
事
的
信
頼
醸
成
措
置
を
と
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り
つ
つ
、
そ
れ
を
平
和
協
定
に
転
換
す
る
可
能
性
を
含
め
、
米
中
両
国
を
含
む
多
国
間
協
議
で
議
論
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
後
に
、
軍
事
停
戦
委
員
会
を

政
治
家
と
外
交
官
が
国
際
レ
ヴ
ェ
ル
で
集
ま
り
、
問

題
解
決
を
図
る
機
会
を
提
供
す
る
場

）

と
位
置
づ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
提
案
が
非
公
式
と
は
い
え
、
そ
れ
ま
で
米
韓
間
の
緊
密
な
協
議
の
上
に
な
さ
れ
た
記
録
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て

金
鍾
泌
国
務
総
理
は

慎
重
に
検
討
す
る
時
が
き
て
い
る

）

と
発
言
し
、
慎
重
な
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
当
時
の
韓
国
は
国
連
加

盟
国
で
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
軍
事
停
戦
協
定
は

国
連
軍
側
軍
事
停
戦
委
員
会
委
員
五
名
は
国
連
軍
司
令
官
が
任
命
す
る

（
軍

事
停
戦
協
定
第
二
条

B第
二
〇
項
）
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
韓
国
軍
将
校
が
国
連
軍
側
首
席
代
表
を
務
め
る
こ
と
に
法
的
問
題
は
な
か

っ
た
。
軍
事
停
戦
委
員
会
で
韓
国
軍
代
表
を
務
め
て
い
た
梁
海

提
督
も
、
国
連
軍
司
令
官
が
共
産
側
に
通
告
さ
え
す
れ
ば
、
韓
国

軍
将
校
が
国
連
軍
側
首
席
代
表
を
担
う
こ
と
に

手
続
き
上
の
問
題
は
な
い

）

と
の
認
識
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
国
防
部
が
用
意
し
た
想
定
問
答
集

）
を
み
て
も
、
韓
国
軍
将
校
が
軍
事
停
戦
委
員
会
の
国
連
軍
側
首
席
代
表
を
務
め
る
こ
と
は
望

ま
し
い
と
さ
れ
、
そ
れ
は
北
朝
鮮
が
米
朝
平
和
協
定
の
締
結
を
主
張
す
る
根
拠
を

奪
し
、
南
北
間
の
平
和
を
保
障
す
る
制
度
的
装

置
に
な
り
う
る
と
も
記
さ
れ
て
い
た
。
軍
事
停
戦
以
来
、
北
朝
鮮
は
南
北
平
和
協
定
を
主
張
し
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
米
国
と
の
平

和
協
定
を
主
張
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
国
防
部
は
朝
鮮
人
民
軍
と
米
軍
が
対
話
を
ほ
ぼ
独
占
し
て
い
る
軍
事
停
戦
委
員

会
の
形
態
が
、
米
朝
平
和
協
定
を
北
朝
鮮
が
提
起
す
る
温
床
と
な
り
う
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
防
部
が
懸
念
し
た
の
は
、
軍
事
停
戦
協
定
に
署
名
し
な
か
っ
た
韓
国
軍
将
校
が
国
連
軍
側
首
席
代
表

に
な
る
こ
と
を
共
産
側
が
容
認
せ
ず
、
そ
れ
を
強
行
す
れ
ば
、
共
産
側
は
軍
事
停
戦
委
員
会
へ
の
出
席
を
拒
絶
す
る
で
あ
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
事
実
、
朝
鮮
人
民
軍
側
首
席
代
表
の
韓
瀅
玉
少
将
は
、

国
連
軍
だ
け
が
軍
事
停
戦
協
定
の
守
護
者

で
あ
る

と
強
調
し
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
提
案
を

断
固
拒
否

し
た
と
い
う

）
。
ま
た
、
こ
の
想
定
問
答
集
は
、
北
朝
鮮
が
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
提
案

を
在
韓
米
軍
撤
収
の
兆
候
で
あ
る
と
の
判
断
を
下
し
、

武
力
赤
化
統
一
政
策

を
追
求
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
、
こ
の
提
案
を
受
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け
入
れ
る
か
は
、
中
国
の
国
連
加
盟
問
題
の
帰
趨
を
み
る
と
記
し
て
い
た
。
中
国
が
国
連
加
盟
を
果
た
せ
ば
、
中
国
人
民
志
願
軍
代

表
団
が
軍
事
停
戦
委
員
会
に
復
帰
し
た
こ
と
を
考
え
て
も
、
そ
こ
で
朝
鮮
人
民
軍
が
主
張
す
る
在
韓
米
軍
の
撤
退
、
国
連
軍
司
令
部

の
解
体
の
必
要
性
を
代
弁
す
る
と
懸
念
さ
れ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
ヶ
月
前
、

N
S
D
M

‐
48
に
従
っ
て
、
第
七
歩
兵
師

団
の
撤
収
に
続
き
、
第
二
歩
兵
師
団
の
再
配
置
が
強
行
さ
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、
韓
国
の
合
同
参
謀
本
部
は
、
そ
れ
に
は
韓
国
軍
現

代
化
計
画
が
達
成
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
ポ
ー
タ
ー
は
こ
れ
に
同
調
す
る
朴
正
煕
を
含
め
韓
国
側
の
対
応
に
不
満
を

隠
さ
な
か
っ
た

）
。
一
九
七
一
年
三
月
、
米
国
は
韓
国
の
抵
抗
を
抑
え
て
第
二
歩
兵
師
団
の
再
配
置
を
強
行
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
経

緯
を
も
つ
以
上
、
韓
国
が
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
提
案
を
在
韓
米
軍
の
追
加
削
減
の
予
兆
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

結
局
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
提
案
は
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
が
任
期
満
了
に
伴
い
離
韓
す
る
と
と
も
に
、
後
任
の

フ
ォ
ー
レ
ィ
（Fra

n
cis

D.
F
ole

y
）
海
軍
少
将
が
引
き
続
き
国
連
軍
側
首
席
代
表
と
し
て
そ
の
任
期
を
務
め
る
と
発
表
し
た

）
。
し

か
し
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
提
案
が
残
し
た
意
義
は
、
決
し
て
小
さ
く
な
か
っ
た
。
軍
事
停
戦
委
員
会
が
中
国
人
民
志
願
軍
代
表
団
の
参

加
を
得
て
実
質
的
な
討
議
が
行
わ
れ
た
の
は
、
第
三
一
九
次
軍
事
停
戦
委
員
会
本
会
談
（
一
九
七
一
年
七
月
二
九
日
）
で
あ
っ
た
が

）
、

共
産
側
は
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
が
提
案
し
た
非
武
装
地
帯
の
平
和
維
持
に
関
す
る
提
案
に
対
抗
し
て
、
①
在
韓
米
軍
撤
収
、
②
朝
鮮
半
島
へ

の
新
型
兵
器
の
搬
入
の
中
止
、
③
朝
鮮
半
島
に
導
入
さ
れ
た
各
種
兵
器
の
搬
出
、
④
武
力
挑
発
と
侵
略
行
為
の
中
止
、
⑤
非
武
装
地

帯
内
の
軍
事
施
設
の
撤
収
・
破
壊
、
⑥
共
同
警
備
区
域
内
の
秩
序
維
持
、
⑦
南
北
民
間
人
の
越
境
、
自
由
往
来
の
許
容
の
七
項
目
を

提
案
し
た

）
。
そ
こ
に
は
依
然
と
し
て
、
在
韓
米
軍
撤
収
な
ど
の
原
則
的
な
主
張
も
あ
っ
た
が
、
南
北
民
間
人
の
越
境
、
自
由
往
来
の

許
容
は
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
が
行
っ
た
四
項
目
提
案
と
重
複
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
南
北
間
で
と
ら
れ
る
措
置
で
あ
る
だ
け
に
、
軍
事
停
戦

に
お
け
る
韓
国
軍
の
責
任
と
役
割
の
増
大
を
前
提
と
す
る
。
中
国
人
民
志
願
軍
代
表
団
が
復
帰
し
た
後
の
軍
事
停
戦
委
員
会
で
共
産

側
が
こ
の
よ
う
な
提
案
を
行
う
中
、
そ
れ
と
接
点
を
も
つ
べ
く
軍
事
停
戦
体
制
を
南
北
間
に

局
地
化

し
、
そ
れ
を
米
中
両
国
が

大
国
間
の
協
調

で
支
え
る
こ
と
は
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
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三

力
の
真
空
状
態

と
多
国
間
関
係
│
│
南
北
赤
十
字
会
談
の
二
つ
の
側
面
│
│

朴
正
煕
は
第
七
代
大
統
領
選
挙
に
当
選
し
、
金
大
中
の

四
大
国
保
障
論

を
一
旦
封
殺
し
た
が
、

三
選

を
既
成
事
実
化
し

た
朴
正
煕
に
退
陣
を
求
め
る
運
動
は
選
挙
後
も
止
む
こ
と
は
な
く
、
朴
正
煕
は
七
五
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
第
八
代
大
統
領
選
挙
へ

の
不
出
馬
を
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
朴
正
煕
は
党
人
事
に
着
手
し
た
が
、
そ
こ
で
党
議
長
に
留
任
し
た
白
南
檍
に
加
え
、

吉
在
號
（
政
策
委
員
会
議
長
）、
金
成
坤
（
中
央
委
員
会
委
員
長
）、
金
振
晩
（
党
務
委
員
）
は

共
和
党
四
人
体
制

と
呼
ば
れ
、
そ

の
後
の
民
主
共
和
党
を
支
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
、

四
大
国
保
障
論

を
め
ぐ
る
論
争
も
必
ず
し
も
終
息
し
て
い
な
か
っ

た
。
一
九
七
一
年
六
月
二
日
、
米
中
和
解
の
気
運
、
中
国
国
連
加
盟
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
中
、
金
弘
壱
新
民
党
党
首
代
行
は
、

超
党
的
安
保
機
構
の
創
設
を
提
起
し
て
い
た
の
で
あ
る

）
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
朴
正
煕
は
金
大
中
が
唱
え
た
大
国
に
よ
る

保
障

に
つ
い
て
は
慎
重
な
姿
勢
を
保
ち
な
が
ら
も
、
米
中
和

解
の
趨
勢
を
不
可
逆
と
認
識
し
て
い
た
。
朴
正
煕
は
早
く
も
大
統
領
就
任
演
説
で
、

平
和
志
向
の
新
し
い
国
際
潮
流
に
能
動
的
に

飛
び
込
み
、
そ
の
中
で
国
家
目
標
達
成
の
道
を
模
索
す
る
外
交
的
努
力
を
も
強
化
す
べ
き
時
期
に
入
っ
て
い
る

（
傍
点
は
引
用
者
）

と
述
べ
た
上
で
、

外
に
向
か
っ
て
は
平
和
を
追
求
し
、
内
で
は
自
由
、
民
主
の
理
念
と
制
度
を
よ
り
強
く
固
め
て
い
く

と
い
う

基
本
的
立
場

を
明
ら
か
に
し
た

）
。
こ
こ
で
い
う

平
和
志
向
の
新
し
い
国
際
潮
流

が
米
中
和
解
を
指
す
な
ら
、
そ
こ
に
韓
国

が

能
動
的
に
飛
び
込
む

こ
と
は
、
米
中
和
解
の
気
運
に
抵
抗
す
る
の
で
は
な
く
、
同
調
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
は
韓

国
の
安
全
保
障
と
正
統
性
の
双
方
に
関
わ
る
問
題
を
孕
ん
で
い
た
。

朴
正
煕
が
何
よ
り
も
懸
念
し
た
の
は
、
一
九
七
一
年
の
新
年
辞
で
述
べ
た
よ
う
に
、
第
七
歩
兵
師
団
の
撤
収
、
第
二
歩
兵
師
団
の

再
配
置
の
中
で
、
朝
鮮
半
島
に

力
の
真
空
状
態

が
生
じ
、
そ
れ
に
乗
じ
て
北
朝
鮮
が
対
南
工
作
を
活
発
化
さ
せ
、
ひ
い
て
は
対
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南
工
作
武
力
行
使
を
強
行
す
る
可
能
性
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
抑
止
す
る
上
で
米
韓
同
盟
は
必
須
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
動
揺
し
て
い
た

以
上
、
韓
国
は
自
主
国
防
を
主
張
せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
態
勢
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
北
朝
鮮
と
の
緊
張
は
緩
和
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
他
方
、
米
中
和
解
は
中
国
の
国
連
加
盟
の
可
能
性
を
伴
っ
て
い
た
。
国
連
総
会
で
北
朝
鮮
支
持
諸
国
が
提
出
す
る
決
議
案

へ
の
賛
成
票
が
増
加
す
る
中
、
そ
の

唯
一
合
法
性

の
根
拠
を
国
連
に
負
っ
て
い
た
韓
国
は
、

非
敵
性
共
産
圏

の
概
念
を
用

い
て
東
欧
諸
国
と
の
関
係
を
改
善
し
、
そ
れ
ら
の
国
々
が
そ
の
決
議
案
に
賛
成
票
を
投
じ
る
こ
と
を
牽
制
し
よ
う
と
し
た
。
朴
正
煕

は
、
北
朝
鮮
が
国
連
総
会
で
の
朝
鮮
問
題
討
議
へ
の
参
加
を
求
め
て
い
た
現
実
を
認
識
し
、
す
で
に
北
朝
鮮
が
韓
国
と
共
に
朝
鮮
問

題
の
討
議
に
招
請
さ
れ
る
こ
と
も
考
慮
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
加
え
、
中
国
が
国
連
加
盟
を
果
た
せ
ば
、
国
連
で
北
朝
鮮
の
主
張
を

代
弁
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
朴
正
煕
が
そ
の
前
年
の
光
復
節
演
説
で
行
っ
た

善
意
の
競
争

提
案
は
、
米
韓
関
係
の

動
揺
に
よ
る
韓
国
の
安
全
保
障
上
の
懸
念
を
緩
和
し
、
国
連
に
お
け
る
正
統
性
の
危
機
を
北
朝
鮮
と
の
体
制
間
競
争
を
行
う
こ
と
で

抑
制
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。
朴
正
煕
は
そ
こ
で
、

南
北
間
に
立
ち
は
だ
か
る
人
為
的
障
害
を
段
階
的
に
取
り
除
き
う
る
画

期
的
で
よ
り
現
実
的
な
方
案
を
提
示
す
る
用
意

を
表
明
す
る
と
同
時
に
、
北
朝
鮮
が
国
連
の
権
威
と
権
能
を
受
諾
す
る
条
件
で
、

国
連
総
会
で
の
朝
鮮
問
題
討
議
に
北
朝
鮮
が
出
席
す
る
こ
と
に

反
対
し
な
い

と
の
意
思
を
表
明
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
金
日
成
は
同
年
一
一
月
の
朝
鮮
労
働
党
第
五
回
大
会
で
改
め
て

南
朝
鮮
革
命
論

を
鼓
吹
し
つ
つ
、

善
意
の
競

争

提
案
を

徹
頭
徹
尾
偽
り
と
欺
瞞
に
満
ち
た
政
治
謀
略
宣
伝

と
し
、
そ
れ
に
応
ず
る
兆
候
を
み
せ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る

）
。

し
た
が
っ
て
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
を
受
け
、
朴
正
煕
は
対
米
不
信
を
深
め
な
が
ら
も
、
南
北
対
話
の
必
要
性
を
よ
り
強
く
認
識

し
た
は
ず
で
あ
る
。
朴
正
煕
は
七
月
二
〇
日
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
後
の
最
初
に
行
っ
た
演
説
で
、

六
月
戦
争

が
勃
発
し
た
中

東
を
例
に
挙
げ
、
国
際
社
会
の
大
勢
が
た
と
え

平
和
志
向
的

で
あ
っ
て
も
、

局
地
的
な
戦
乱

は
抑
止
で
き
な
い
と
述
べ
た

）
。

奇
し
く
も
同
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
金
東
祚
駐
米
大
使
が
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
（W

illia
m

P.
R
o
g
ers

）
国
務
長
官
を
訪
ね
て
い
た
が
、

そ
こ
で
中
国
の
国
連
加
盟
問
題
に
つ
い
て
台
湾
の
議
席
の
維
持
等
の
従
来
の
立
場
を
伝
え
た
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
に
対
し
て
、
金
東
祚
は
牛
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場
信
彦
駐
米
大
使
が
米
国
の
強
い
支
持
が
な
け
れ
ば
、
国
連
で
台
湾
の
議
席
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
語
っ
た
こ
と
を
挙

げ
て
反
駁
し
た

）
。
韓
国
は
い
ず
れ
中
国
が
国
連
加
盟
を
果
た
す
と
認
識
す
る
と
と
も
に
、
米
中
両
国
が
そ
の
相
互
関
係
を
維
持
す
る

た
め
に
朝
鮮
半
島
へ
の
軍
事
介
入
を
回
避
す
る
こ
と
と
と
も
に
、
北
朝
鮮
が
在
韓
米
軍
の
削
減
を

力
の
真
空
状
態

と
認
識
し
、

対
南
武
力
行
使
の
誘
惑
に
駆
ら
れ
る
こ
と
を
懸
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
国
連
加
盟
後
の
中
国
が
韓
国
の

唯
一
合
法

性

の
根
拠
を
動
揺
さ
せ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
外
務
部
が
纏
め
た
報
告
は
、
中
国
は
国
連
加
盟
後
、
北
朝
鮮

の
た
め
に
活
発
な
外
交
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
予
測
し
、
そ
れ
が
在
韓
米
軍
の
撤
収
、

U
N
C
U
R
K

の
解
体
を

一
次
的
な
攻

撃
目
標

と
し
、
韓
国
に
お
け
る
国
連
の
権
能
が
大
き
な
挑
戦
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
記
し
て
い
た

）
。

以
上
の
背
景
を
考
え
る
と
き
、
金
日
成
が
一
九
七
一
年
八
月
六
日
、

南
朝
鮮
の
民
主
共
和
党
を
含
む
全
て
の
政
党
、
大
衆
団
体

お
よ
び
個
人
的
人
士
た
ち
と
い
つ
で
も
接
触
す
る
用
意
が
あ
り
ま
す

と
述
べ
、
そ
れ
ま
で
主
張
し
て
い
た

南
朝
鮮
革
命

を
一

旦
留
保
し
た
と
き

）
、
韓
国
が
そ
れ
に
肯
定
的
に
対
応
し
た
の
は
当
然
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
の
直
前
、

レ
ア
ー
ド
（M

elvin
R.

L
aird

）
国
防
長
官
が
訪
韓
し
た
際
、
丁
來
赫
国
防
部
長
官
は
北
朝
鮮
と
の
緊
張
緩
和
の
必
要
性
を
認
識
し

な
が
ら
も
、
そ
れ
は
七
五
年
か
ら
七
六
年
に

段
階
的

に
可
能
と
な
る
と
述
べ
た
と
い
う
が

）
、
朴
正
煕
政
権
は
、
金
日
成
の
態
度

変
化
の
機
を
逃
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
金
鍾
泌
は
八
月
七
日
の
国
会
本
会
議
で
、

北
韓
地
域

と
い
う

未
回
収
地
域

を
平

和
的
に
回
収
す
る
に
は
、

傀
儡
集
団
の
傀
首

と
い
え
ど
も

い
ず
れ
は
対
話
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

）

と
さ
え
述
べ
た
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
朴
正
煕
が
い
う
よ
う
に
、
北
朝
鮮
が
米
中
関
係
改
善
に
乗
じ
て
、

力
の
真
空
状
態

が
生
じ
た
韓
国
に
武
力
行

使
を
行
う
誘
惑
に
駆
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
北
朝
鮮
と
同
盟
関
係
に
あ
る
中
ソ
両
国
に
そ
れ
を
制
御
さ
せ
る
必
要
が
生
じ
る
こ
と
に
な

る
。
上
述
の
通
り
、

非
敵
性
共
産
圏

と
は
、
国
連
総
会
で
北
朝
鮮
支
持
諸
国
が
提
出
す
る
決
議
案
へ
の
賛
成
票
の
増
加
を
阻
止

す
べ
く
、
東
欧
諸
国
と
の
外
交
関
係
を
も
つ
た
め
に
案
出
さ
れ
た
も
の
で
、
本
来
は
韓
国
の
正
統
性
に
関
わ
る
概
念
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
こ
の
国
会
本
会
議
で
金
溶
植
外
務
部
長
官
は
、

今
後
、
ソ
連
や
中
共
が
対
北
傀
支
援
を
中
止
し
、
韓
国
に
対
す
る
挑
発
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を
し
な
い
場
合
、
敵
対
関
係
は
解
消
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

と
答
弁
し
た
。

非
敵
性
共
産
圏

は
こ
こ
で
、
安
全
保
障

に
も
関
わ
る
概
念
に
転
化
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。

一
九
七
一
年
八
月
一
二
日
、
崔
斗
善
大
韓
赤
十
字
社
総
裁
が
孫
成
弼
朝
鮮
赤
十
字
会
中
央
委
員
会
委
員
長
に
対
し
て
、
離
散
家
族

の
再
会
等
の
人
道
的
目
的
の
会
談
を
提
議
し
た
が

）
、
こ
れ
が
す
ぐ
れ
て
政
治
的
な
目
的
を
も
っ
て
い
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ

も
そ
も
、
南
北
赤
十
字
会
談
と
い
う
会
談
方
式
は
金
溶
植
が
提
起
し
た
と
い
う
が

）
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
統
一
問
題
だ
け
で

な
く
周
辺
諸
国
関
係
に
も
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
大
韓
赤
十
字
社
の
提
議
の
後
、
朴
正
煕
に
上
げ
ら
れ
た
報
告

を
み
る
と
、
北
朝
鮮
が

赤
化
統
一

の
焦
点
を

南
韓
内
の
政
治
的
混
乱

に
定
め
て
い
る
と
の
警
戒
を
示
し
た
上
で
、
南
北
赤

十
字
会
談
で
北
朝
鮮
を

現
実
的
な
対
話
の
対
象

と
し
て
認
め
、

最
大
限
に
譲
歩

し
て
北
朝
鮮
と
の
関
係
を

政
府
間
関
係

と
認
め
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
た
。
韓
国
は
北
朝
鮮
と
の
対
話
の
対
称
性
を
認
め
る
こ
と
で
、
北
朝
鮮
の

赤
化
統
一

の
試
み

を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
報
告
書
は
ま
た
、
板
門
店
で
南
北
赤
十
字
会
談
を
も
つ
こ
と
で
、
朴
正
煕
が

善
意
の
競
争

提
案
で

反
対
し
な
い

と
し
た
国
連
総
会
へ
の
南
北
同
時
招
請
を

既
成
事
実
化

で
き
る
と
し
、
そ
こ
で
北
朝
鮮
に
対
し
、
朝

鮮
半
島
の
平
和
統
一
に
関
す
る
国
連
の
権
能
の
受
諾
を
迫
る
こ
と
を
建
議
し
て
い
た
。
こ
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
ニ
ク
ソ
ン

訪
中
公
告
が
中
国
の
国
連
加
盟
を

既
成
事
実
化
し
て
い
っ
た
の
と
同
様
の
方
式

で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
韓
国
は
南
北
赤

十
字
会
談
を
進
め
る
こ
と
で
、
北
朝
鮮
の
脅
威
を
相
対
化
し
つ
つ
、
国
連
で
の
み
統
一
問
題
が
議
論
さ
れ
る
構
図
を
変
え
、

争
点

を
分
散
化

す
る
こ
と
を
考
え
た

）
。
朴
正
煕
が
こ
の
年
の
新
年
辞
で
述
べ
た

平
和
志
向
の
新
し
い
国
際
潮
流

に

能
動
的
に
飛

び
込
む

こ
と
は
、
米
国
が
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
で
中
国
と
の
和
解
を
望
み
つ
つ
、
中
国
の
国
連
加
盟
を
近
づ
け
た
よ
う
に
、
韓
国
が
北

朝
鮮
と
の
対
話
を
行
い
つ
つ
、
北
朝
鮮
を
国
連
総
会
に
招
請
す
る
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
奏
功
す
る
た
め
に
も
、
中
国
と
ソ
連
に
北
朝
鮮
の
対
南
武
力
行
使
を
抑
制
さ
せ
る
必
要
は
減
じ
て
は
い
な
か
っ
た
。
朴
正

煕
は
光
復
節
演
説
で
、

政
治
体
制
や
理
念
に
拘
る
こ
と
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
わ
れ
わ
れ
に
敵
対
行
為
を
と
ら
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な
い
国
々

と

全
て
の
分
野
で
相
互
の
連
帯
と
協
力
関
係
を
促
進
す
る

）

意
思
を
表
明
し
た
。
こ
れ
を
受
け
韓
国
外
務
部
は
、
非

公
式
に
ソ
連
と
の
接
触
を
試
み
た

）
。
米
国
も
ま
た
、
韓
国
の
中
ソ
両
国
へ
の
外
交
接
触
に
は
否
定
的
で
は
な
か
っ
た
。
金
溶
植
と
金

東
祚
が
朴
正
煕
の
書
簡
を
携
え
て
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
国
務
長
官
と
会
見
し
た
と
き
、
中
国
が
北
朝
鮮
の

好
戦
的
な
態
度

を
支
援
し
て

い
る
と
し
た
金
溶
植
に
対
し
て
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
で
そ
れ
を
伝
達
す
る
と
述
べ
る
と
と
も
に

）
、
在
韓
米
大
使
館
に
は

韓
ソ
接
触
を
妨
げ
る
べ
き
で
は
な
い
と
伝
え
て
い
た

）
。
か
く
し
て
、
韓
国
は
そ
の
安
全
保
障
と
正
統
性
の
維
持
の
た
め
、
南
北
対
話

と
対
中
ソ
関
係
と
い
う
二
つ
の
回
路
を
模
索
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
金
大
中
の

四
大
国
保
障
論

を
想
起
さ
せ
る
が
、
朴

正
煕
は
大
国
が
韓
国
の
安
全
を
保
障
す
る
こ
と
を
受
け
入
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
朴
正
煕
は
上
述
の
光
復
節
演
説
で

列
強
が

（
中
略
）
わ
れ
わ
れ
の
運
命
を
再
び
何
ら
か
の
駆
け
引
き
の
対
象
に
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
断
固
と
し
て
こ
れ
を
排
撃
し
ま
す

と

述
べ
、
大
国
間
の

保
障

が
大
国
間
の

管
理

に
な
る
こ
と
に
警
戒
を
緩
め
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

四

中
国
国
連
加
盟
と
平
和
体
制
の
国
際
管
理
案
│
│
国
連
の
権
能
の

奪
と
そ
の
限
界
│
│

㈠

朝
鮮
半
島
の
公
認
さ
れ
た
平
和
的
地
位

│
│

ポ
ー
ロ
Ⅱ

で
の
討
議

ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
を
機
に
韓
国
で
政
策
転
換
が
議
論
さ
れ
て
い
る
と
き
、
米
国
は
来
る
べ
き
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
後
の
米
中
関
係
を

模
索
し
て
い
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
一
九
七
一
年
一
〇
月
、

ポ
ー
ロ
Ⅱ

で
再
度
訪
中
し
、
周
恩
来
と
会
談
し
た
が
、
そ
こ
で

は
南
北
赤
十
字
会
談
の
開
催
を
受
け
、
米
中
両
国
が
朝
鮮
問
題
に
い
か
に
関
与
す
べ
き
か
に
議
論
が
集
中
し
た
。
し
か
も
、
キ
ッ
シ

ン
ジ
ャ
ー
が
周
恩
来
と
の
会
談
を
終
え
た
直
後
、

ア
ル
バ
ニ
ア
決
議
案

が
通
過
す
る
形
で
、
中
国
の
国
連
加
盟
が
実
現
し
た
。

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
も
周
恩
来
も
、
こ
の
年
の
国
連
総
会
で
国
連
加
盟
が
実
現
す
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
が

）
、
双
方
は
中
国
の
国

際
社
会
へ
の
参
画
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
朝
鮮
半
島
で
の
戦
争
再
発
防
止
の
た
め
に
協
調
す
る
可
能
性
を
模
索
し
て
い
た
。
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キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
周
恩
来
に
対
し
、

朝
鮮
半
島
の
安
定
や
、
戦
争
の
危
険
を
防
ぐ
こ
と
、
そ
し
て
他
の
勢
力
が
こ
の
地
域
に

向
け
て
膨
張
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と

（
傍
点
は
引
用
者
）
に
つ
い
て
、
米
中
間
で

利
害
は
一
致
し
て
い
る

と
述
べ
た
上
で
、

朝
鮮
半
島
に
よ
り
永
続
的
な
法
的
地
位
を
築
く
こ
と
で
は
、
中
国
と
協
力
す
る
こ
と
に
何
の
問
題
も
あ
り
ま
せ
ん

（
傍
点
は
引
用

者
）
と
し
、

朝
鮮
半
島
の
公
認
さ
れ
た
平
和
的
地
位

を
望
む
旨
述
べ
た
。

他
の
勢
力

が
ソ
連
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
合
意
が
成
立
す
れ
ば
、
米
中
両
国
は
軍
事
停
戦
協
定
に
署
名
し
な
か
っ
た
ソ
連
の
発
言
力
を
排
除
し
つ
つ
朝
鮮

問
題
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
朝
鮮
半
島
で
の
平
和
体
制
樹
立
に
は
南
北
間
の
相
互
不
可
侵
が
前
提
と
な

る
。
周
恩
来
は

南
朝
鮮
は
い
つ
で
も
国
境
（bord
er

）
を
越
え
て
膨
張
で
き

る
と
述
べ
、
米
国
の
韓
国
に
対
す
る
制
御
能
力
を

問
題
に
し
た
が
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は

米
軍
が
韓
国
に
駐
留
し
て
い
る
限
り

、
米
国
は
韓
国
に
よ
る

既
存
の
境
界
線
を
越
え

よ
う
と
す
る
い
か
な
る
試
み
に
も
協
力
し
な
い

こ
と
を
保
証
し
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
米
国
が
韓
国
の
武
力
行
使
を
制
御
す
る

こ
と
を
約
す
る
こ
と
で
、
中
国
も
北
朝
鮮
の
武
力
行
使
を
制
御
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
に
違
い
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
キ
ッ
シ

ン
ジ
ャ
ー
は
、
上
述
の
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
少
将
と
同
様
に
、
米
中
両
国
が
平
和
体
制
樹
立
を
共
同
で
管
理
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
こ
と
に

な
る
。

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
提
案
に
周
恩
来
が
言
質
を
与
え
た
記
録
は
な
い
。
周
恩
来
は
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
提
案
に
も
直
接
返
答
せ
ず
、

国
連
軍
司
令
部
に
も
言
及
し
な
か
っ
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
周
恩
来
の
議
論
が
収
斂
し
た
の
は
、
む
し
ろ

U
N
C
U
R
K

に
つ
い

て
で
あ
っ
た
。

U
N
C
U
R
K

解
体
を
主
張
す
る
周
恩
来
に
対
し
て
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
ニ
ク
ソ
ン
政
権
内
で

U
N
C
U
R
K

に

関
す
る
研
究
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
つ
つ
、
中
国
側
の
見
解
を

考
慮
に
入
れ
て
お
き
た
い
と
努
め
て
き
ま
し
た

と
述

べ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
周
恩
来
は
、
国
連
総
会
で
の
朝
鮮
問
題
討
議
に
言
及
し
、
中
国
は

加
盟
国
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
も
ち

ろ
ん
出
席
し
て
い
ま
せ
ん

と
述
べ
た
上
で
、

U
N
C
U
R
K

を
批
判
し
て
い
た
。
翻
れ
ば
、
中
国
が
国
連
加
盟
を
果
た
し
た
と
き
、

中
国
が
国
連
総
会
で
北
朝
鮮
の
利
害
を
代
表
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
当
面

U
N
C
U
R
K

の
解
体
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
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し
か
し
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
周
恩
来
が
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
提
案
に
否
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
中
国
人
民
志
願
軍

代
表
団
の
軍
事
停
戦
委
員
会
復
帰
に
道
を
開
い
た
周
恩
来
が
、
平
和
体
制
樹
立
へ
の
中
国
の
関
与
を
望
ん
で
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
っ
た
。
実
際
、
周
恩
来
は

ポ
ー
ロ
Ⅰ

で
訪
中
し
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
対
し
て
、
朝
鮮
半
島
に
は

今
に
至
る
ま
で
休
戦

（
停
戦
）
協
定
し
か
あ
り
ま
せ
ん

（
括
弧
内
は
引
用
者
）
と
述
べ
て
平
和
協
定
の
必
要
性
を
示
唆
し
、

今
は
軍
事
境
界
線
で
毎
週
中

国
は
会
談
に
出
て
い
ま
す

と
述
べ
て
、
中
国
人
民
志
願
軍
が
そ
の
当
事
者
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。
ま
た
、
周
恩
来
は
そ

こ
で
、
一
九
五
四
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
に
つ
い
て
、
軍
事
停
戦
協
定
に
代
わ
る
平
和
協
定
が

結
ば
れ
る
は
ず
で
し
た

と
振
り

返
っ
た
後
、

私
が
要
求
し
た
こ
と
は
、
た
だ
会
議
を
続
け
る
こ
と
で
し
た

と
述
べ
て
い
た

）
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
い
う
よ
う
に
、

米
国
が
平
和
体
制
樹
立
で
中
国
の
協
力
を
必
要
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
南
北
間
の
平
和
協
定
に
米
国
、
中
国
が
関
与
す
る
多
国
間
協

議
の
形
態
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
少
将
の
提
案
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
米
中
両
国
が
平
和
体
制
樹
立
を
主
導
す

る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
韓
国
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
え
な
か
っ
た
。
平
和
体
制
樹
立
に
つ
い
て
は
韓
国
と
北
朝
鮮
が
主

た
る
当
事
者
と
な
り
、
米
中
両
国
を
含
む
多
国
間
協
議
の
開
催
に
合
意
す
る
な
ど
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
米
中
両
国
の
関
与
が
明

確
に
な
る
ま
で
、
国
連
軍
司
令
部
を
温
存
す
る
こ
と
が
米
中
双
方
の
利
害
に
資
す
る
こ
と
に
な
る
。
米
国
家
安
全
保
障
会
議
も
ま
た
、

中
国
が
軍
事
停
戦
に
関
す
る
問
題
の
全
般
的
解
決
（ov

erall
settle

m
e
nt

）
な
く
し
て
、
国
連
軍
司
令
部
の
解
体
を
望
む
こ
と
は
な

い
と
判
断
し
て
い
た

）
。
金
日
成
は

ポ
ー
ロ
Ⅱ

の
直
前
、

何
よ
り
も
ま
ず
米
帝
国
主
義
者
が
わ
が
国
に
対
す
る
侵
略
政
策
を
放

棄
し
、

国
連
軍

の
看
板
を
掲
げ
て
南
朝
鮮
に
引
き
入
れ
た
そ
の
侵
略
軍
を
撤
収
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
傍
点
は
引
用

）
者
）

と
述
べ
て
い
た
が
、
こ
の
と
き
米
中
両
国
は
、
早
急
に
国
連
軍
司
令
部
の
解
体
を
求
め
る
北
朝
鮮
の
要
求
を
黙
殺
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
は
、

ポ
ー
ロ
Ⅱ

本
来
の
目
的
で
あ
る

上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

と
呼
ば
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
起
草
作
業
に
も
明
ら
か

で
あ
っ
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
纏
め
た
米
国
側
の
第
一
次
草
案
は
、
米
中
間
の
共
通
の
理
解
を
列
挙
し
た
も
の
で
、

朝
鮮
問
題
に
は
言
及
は
な
か
っ
た
が

）
、
周
恩
来
が
毛
沢
東
の
指
示
を
仰
い
だ
と
こ
ろ
、
毛
沢
東
は

双
方
が
い
い
合
う
の
が
よ
い

）

法学研究 83 巻 12 号（2010 : 12）

388



と
指
示
し
た
と
い
う
。
こ
れ
以
降
、
米
中
双
方
は
認
識
の
一
致
を
求
め
る
よ
り
も
、
両
論
併
記
を
念
頭
に
置
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
起
草

作
業
を
進
め
た
。
そ
れ
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
中
間
で
当
初
、
ほ
ぼ
共
通
の
理
解
が
得
ら
れ
た
の
が
、
平
和
体
制
樹
立
問
題
で
あ
っ
た
。

中
国
側
が
提
出
し
た
第
一
次
草
案
は
、

双
方
は
朝
鮮
戦
争
軍
事
停
戦
協
定
か
ら
既
に
一
八
年
が
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朝

鮮
半
島
問
題
は
未
解
決
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た

）

と
し
、
こ
れ
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
米
国
の
第
二
次
草
案
は
、

一
九
五
三
年

の
軍
事
停
戦
協
定
を
正
式
に
敵
対
関
係
を
終
結
さ
せ
る
取
り
決
め
に
置
き
換
え
る
点
に
つ
い
て
関
係
当
事
者
（
複
数
）
と
協
議
す
る

こ
と
に
合
意
し
た

）

（
括
弧
内
は
引
用
者
）
と
し
た
。
そ
の
間
、

中
国
と
の
協
力

の
上
で
平
和
体
制
樹
立
を
求
め
た
キ
ッ
シ
ン
ジ

ャ
ー
に
対
し
、
周
恩
来
は
異
を
唱
え
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
軍
事
停
戦
協
定
へ
の
中
国
の
関
与
を
強
調
し
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
と
同

様
の
多
国
間
協
議
を
示
唆
し
た
こ
と
を
想
起
し
て
み
て
も
、
周
恩
来
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
南
北
間
の
平
和
体
制
に
米
中
両
国
が

関
与
す
る
と
い
う
形
態
で
あ
っ
た
ろ
う
。
確
か
に
、
米
国
側
が
中
国
側
の
第
二
次
草
案
か
ら
平
和
体
制
に
関
す
る
文
言
を
削
除
し
た

た
め
、
双
方
は
第
三
次
草
案
か
ら
こ
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

）
。
し
か
し
、
そ
れ
は
米
国
側
が
そ
の
第
二
次
草

案
に
記
さ
れ
た

米
国
と
韓
国
と
の
関
係
は
、
双
方
の
自
由
な
意
志
に
よ
っ
て
形
成
さ
せ
、
現
在
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
尊
重
さ
せ

る

と
の
文
言
を
生
か
す
こ
と
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
り
、
双
方
の
草
案
か
ら
軍
事
停
戦
に
関
す
る
文
言
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
が
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
米
中
間
に
埋
め
が
た
い
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
と
関
連
し
て
指
摘
す
べ
き
は
、
一
連
の
草
案
起
草
作
業
の
な
か
で
、
中
国
側
が
草
案
に
盛
り
込
ん
だ

中
国
側
は
朝
鮮
民
主

主
義
人
民
共
和
国
が
一
九
七
一
年
四
月
一
二
日
に
提
出
し
た
朝
鮮
半
島
の
平
和
的
統
一
の
た
め
の
八
項
目
提
案
お
よ
び
、
国
連
韓
国

統
一
復
興
委
員
会
の
廃
止
を
求
め
る
同
政
府
の
立
場
を
断
固
支
持
す
る

と
の
文
言
に
つ
い
て
変
更
は
な
く
、
米
国
も
削
除
を
求
め

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う

朝
鮮
半
島
の
平
和
的
統
一
の
た
め
の
八
項
目
提
案

と
は
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
以
前
に

最
高
人
民
会
議
第
四
期
第
五
回
会
議
が
採
択
し
た

南
朝
鮮
同
胞
兄
弟
姉
妹
と
諸
政
党
、
社
会
団
体
人
士
に
送
る
朝
鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国
最
高
人
民
会
議
ア
ピ
ー
ル

（
以
下
、

平
和
統
一
八
項
目
提
案

と
略
記
）
を
指
し
、
そ
こ
に
は
政
治
協
商
会
議
の
開
催
な
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ど
、
対
南
関
係
に
関
す
る
提
案
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た

）
。
と
こ
ろ
が
、

平
和
統
一
八
項
目
提
案

と
は
別
に
、
金
一
第
一
副
首
相

が
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
直
後
に
訪
中
し
た
際
、
八
項
目
提
案
（
以
下
、

金
一
八
項
目
提
案

と
略
記
）
を
周
恩
来
に
伝
え
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

金
一
八
項
目
提
案

は
、
そ
れ
以
降
の
対
米
交
渉
で
中
国
が
伝
え
る
べ
き
北
朝
鮮
の
利
益
を
列
挙

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は

U
N
C
U
R
K

解
体
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
た
が
（
第
六
項
目
）、
そ
の
筆
頭
に

米
国
と
一
体
化
し

た
国
連
軍
の
旗
の
下
の
一
切
の
外
国
軍
隊
は
必
ず
南
朝
鮮
か
ら
撤
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
、
ニ
ク
ソ
ン

訪
中
で
国
連
軍
司
令
部
解
体
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
韓
国
に
対
す
る
米
国
の
軍
事
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
を
尊
重
す
る
立
場
か
ら
、
こ
れ
を
即
座
に
拒
絶
し
た
が

）
、
周
恩
来
も
ま
た
、

金
一
八
項
目
提
案

を
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に

伝
達
し
な
が
ら
、
草
案
に
は
国
連
軍
司
令
部
に
言
及
せ
ず
、

金
一
八
項
目
提
案

の
中
か
ら

U
N
C
U
R
K

解
体
の
主
張
の
み
を

選
択
的
に
盛
り
込
む
形
と
な
っ
て
い
た
。
中
国
も
ま
た
、
南
北
赤
十
字
会
談
が
進
行
し
て
い
る
背
景
か
ら
、
北
朝
鮮
の
対
米
提
議
で

あ
る

金
一
八
項
目
提
案

よ
り
も
、
対
南
提
議
で
あ
る

平
和
統
一
八
項
目
提
案

を
支
持
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
だ
と
す
れ

ば
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
周
恩
来
は
、
南
北
対
話
を
攪
乱
す
る
北
朝
鮮
の
試
み
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
こ
こ
で
周
恩
来
に
対
し
、
一
九
七
一
年
一
月
に
北
朝
鮮
が

ル
ー
マ
ニ
ア
副
大
統
領
を

通
じ
て

米
国
に
接
触
を
求
め
て
き
た
事
実
を
知
ら
せ
て
い
た
が
、
南
北
間
の
不
可
侵
を
前
提
に
平
和
体
制
樹
立
を
議
論
し
て
い
た

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
周
恩
来
が
、
こ
れ
を
好
意
的
に
受
け
止
め
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

さ
ら
に
、

ポ
ー
ロ
Ⅱ

の
終
了
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
中
国
の
国
連
加
盟
も
実
現
し
た
。

労
働
新
聞

は
中
国
の
国
連
加

盟
に
際
し
て
、

中
国
人
民
と
世
界
人
民
の
偉
大
な
る
勝
利

）

と
す
る
社
説
を
掲
げ
、
賛
辞
を
送
っ
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、

人
民

日
報

が
こ
の
と
き
、

歴
史
の
流
れ
に
逆
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い

と
題
す
る
社
説
を
掲
げ
、

各
国
人
民
が
中
国
人
民
と
の
友
好

を
求
め
る
こ
と
は
大
勢
の
赴
く
と
こ
ろ

と
主
張
し
た
が

）
、
奇
し
く
も
そ
れ
は

労
働
新
聞

が
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
を

ニ
ク
ソ

ン
白
旗
論

で
正
当
化
し
た
社
説
と
同
一
の
題
目
で
あ
っ
た

）
。
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
後
、

金
一
八
項
目
提
案

に
み
ら
れ
る
よ
う
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に
、
北
朝
鮮
は
中
国
が
そ
の
利
害
を
米
国
に
伝
え
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
が
、

労
働
新
聞

の
社
説
に
は
す
で
に
そ
の
意
思
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
中
国
の
国
連
加
盟
に
際
し
て
、

人
民
日
報

が
そ
れ
と
同
一

の
題
目
の
社
説
を
掲
げ
た
こ
と
で
、
北
朝
鮮
は
中
国
が
国
連
に
お
い
て
も
、
自
ら
の
利
益
を
代
弁
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
に
違
い
な

い
。
し
か
し
、
中
国
は

ポ
ー
ロ
Ⅱ

で
の
討
議
を
通
じ
て
、
国
連
で
当
面
代
弁
す
べ
き
北
朝
鮮
の
利
益
が

平
和
統
一
八
項
目
提

案

の
内
容
と

U
N
C
U
R
K

の
解
体
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
。
実
際
、
喬
冠
華
外
交
部
副
部
長
が
国
連
代
表
団
団
長

と
し
て
国
連
総
会
で
行
っ
た
処
女
演
説
で
は
、
国
連
の
朝
鮮
問
題
に
関
す
る

不
法
な
決
議

を
撤
廃
す
る
こ
と
に

固
い
支
持

を
表
し
な
が
ら
も
、

ポ
ー
ロ
Ⅱ

で
の
討
議
に
忠
実
に
、

平
和
統
一
八
項
目
提
案

と

U
N
C
U
R
K

解
体
を
支
持
す
る
内
容
に

な
っ
て
お
り
、
国
連
軍
司
令
部
の
解
体
に
つ
い
て
は
直
接
の
言
及
を
避
け
て
い
た
の
で
あ
る

）
。

㈡

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
和
平
と
北
朝
鮮
│
│
朴
成
哲
ハ
ノ
イ
訪
問

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
周
恩
来
が
朝
鮮
半
島
の
平
和
体
制
を
共
同
で
保
障
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
す
中
、
当
事
者
が
そ
れ

を
い
か
に
認
識
し
て
い
た
か
は
改
め
て
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
韓
国
が
中
ソ
両
国
を
含
む
多
国
間
関
係
で
そ
の
安
全
保

障
を
捉
え
始
め
な
が
ら
、
朴
正
煕
が
大
国
間
の

保
障

が
大
国
間
の

管
理

に
な
る
こ
と
へ
の
懸
念
を
率
直
に
語
っ
て
い
た
こ

と
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
北
朝
鮮
の
認
識
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
九
五
四
年
の
ジ

ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
決
裂
後
も
、
在
韓
米
軍
の
撤
収
の
た
め
に
軍
事
停
戦
協
定
の
南
北
間
の
平
和
協
定
へ
の
転
換
を

極
東
平
和
会
議

な
ど
の
多
国
間
協
議
で
討
議
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
た
の
は
北
朝
鮮
に
他
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
、

北
朝
鮮
が

南
朝
鮮
革
命

に
傾
斜
す
る
過
程
で
多
国
間
協
議
提
案
は
徐
々
に
後
退
し
て
い
っ
た
が
、
米
中
接
近
を
受
け
南
北
赤
十

字
会
談
に
応
じ
る
中
、
北
朝
鮮
が
多
国
間
関
係
の
中
で
そ
の
安
全
保
障
を
い
か
に
捉
え
て
い
た
か
は
問
い
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

平
和
体
制
を
大
国
が
保
障
す
る
問
題
で
、
ま
ず
想
起
す
べ
き
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
和
平
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
、
パ
リ
拡
大
和
平
会
談
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は
、
米
国
側
に
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
代
表
が
入
り
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
側
に
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
共
和
臨
時
革
命
政
府
代
表
が
入
る
と

い
う
変
則
的
な

四
者
会
談

の
形
式
を
と
っ
て
い
た
が
、
多
国
間
協
議
の
形
式
を
と
り
な
が
ら
も
、
そ
の
主
軸
が
ブ
ル
ー
ス

（D
a
vid

K.
E.

B
r
u
ce

）
と
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
代
表
の
ス
ア
ン
・
ト
イ
と
の
間
の
二
国
間
協
議
に
あ
っ
た
こ
と
は
自
明
で
あ
っ
た
。

な
お
、
ニ
ク
ソ
ン
は
一
九
六
九
年
八
月
以
降
、
パ
リ
拡
大
和
平
会
談
の
膠
着
状
態
を
打
開
す
る
た
め
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
北
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
と
の
二
国
間
の
秘
密
交
渉
を
任
せ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
ニ
ク
ソ
ン
の
訪
中
公
告
を
前
後
し
て
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い

た
。
そ
れ
ま
で
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
、
米
軍
お
よ
び
連
合
国
軍
の
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
か
ら
の
撤
収
と
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
か
ら
の
北
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
軍
の
相
互
撤
収
を
要
求
し
て
い
た
が
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
一
九
七
一
年
五
月
三
一
日
の
秘
密
会
談
で
提
出
し
た

七
項
目
提

案

で
、
相
互
撤
収
を
あ
え
て
要
求
し
な
か
っ
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
認
め
て
い
る
通
り
、
そ
の
提
案
の
目
的
は
、
米
軍
の
南
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
か
ら
の
一
方
的
な
撤
退
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
に
も
撤
収
を
求
め
る
と
い
う
状
況
か
ら
脱
す
る
と
こ

ろ
に
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
チ
ュ
ー
政
権
か
ら
も
了
解
を
得
て
い
た

）
。

ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
直
前
の
七
月
一
日
、
パ
リ
拡
大
和
平
会
談
で
グ
エ
ン
・
チ
・
ビ
ン
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
共
和
臨
時
革
命
政
府
代
表

（
外
相
）
が
提
出
し
た

七
項
目
提
案

は
、
明
ら
か
に
秘
密
交
渉
で
の
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の

七
項
目
提
案

に
対
応
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
グ
エ
ン
・
チ
・
ビ
ン
は
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の

七
項
目
提
案

が
相
互
撤
兵
の
要
求
を
取
り
下
げ
た
こ
と
を
受
け
、

そ
れ
ま
で
の
秘
密
交
渉
で
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
労
働
党
特
別
顧
問
の
レ
・
ド
ク
・
ト
が
提
出
し
た
案
を
再
構
成
し
つ
つ
、
米
国
に
捕
虜
返
還

と
米
軍
撤
収
を
互
い
に
条
件
関
係
に
す
る
こ
と
で
（
第
一
項
目
）、
そ
の
取
引
が
可
能
で
あ
る
か
の
よ
う
に
示
そ
う
と
し
て
い
た
。

さ
ら
に
グ
エ
ン
・
チ
・
ビ
ン
の

七
項
目
提
案

は
、
軍
事
問
題
を
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
政
治
体
制
に
関
す
る
政
治
問
題
と
分
離
し
、

広
範
な
民
族
和
解
政
府
の
構
成
（
第
二
項
目
）、

政
治
的
理
由
に
よ
っ
て
補
え
ら
れ
た
人
々

の
釈
放
（
第
三
項
目
）、
南
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
で
の

外
国
の
干
渉

の
な
い
全
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
総
選
挙
、
全
て
の
国
と
の
軍
事
同
盟
を
破
棄
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
（
第
三

項
目

））。
グ
エ
ン
・
チ
・
ビ
ン
の

七
項
目
提
案

は
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
も
と
よ
り
中
国
か
ら
も
支
持
さ
れ
た
が
、
北
朝
鮮
も
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労
働
新
聞

の
社
説
を
通
じ
て
、

グ
エ
ン
・
バ
ン
・
チ
ュ
ー
を
頭
目
と
す
る
サ
イ
ゴ
ン
傀
儡
集
団
は
米
帝
の
徹
底
し
た
侵
略
の
道

具
で
あ
り
手
先
で
あ
り
、
南
部
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
民
を
代
表
で
き
な
い
一
握
り
に
も
満
た
な
い
民
族
反
逆
集
団
で
あ
る

と
し
た
。
そ

こ
で
い
う

サ
イ
ゴ
ン
傀
儡
集
団

は
朴
正
煕
政
権
と
同
一
視
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
社
説
は
、

ヴ
ェ
ト
ナ
ム

は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
民
の
も
の
で
あ
り
、
南
部
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
問
題
は
南
部
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
民
自
身
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

と
強
調
し
て
い
た
が
、
こ
れ
も

南
朝
鮮
人
民

が
革
命
の
主
体
と
な
る

南
朝
鮮
革
命
論

を
念
頭
に
置
い
た
修
辞
で
あ

ろ
う
。
事
実
、
こ
の
社
説
は

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
米
帝
の
侵
略
を
自
身
に
対
す
る
侵
略
と
看
做
し
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
民
の
闘
争

を
自
身
の
闘
争
と
看
做
す
朝
鮮
人
民
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
民
の
正
義
の
対
米
救
国
闘
争
を
積
極
的
に
支
持
、
声
援
す
る
こ
と
を
自
身

の
崇
高
な
反
帝
国
主
義
的
義
務
と
み
な
し
て
い
る

と
締
め
括
り
、
グ
エ
ン
・
チ
・
ビ
ン
の

七
項
目
提
案

に
全
幅
の
支
持
を
与

え
て
い
た

）
。
こ
の
時
期
、
金
日
成
が
唱
え
て
い
た

南
朝
鮮
革
命
論

は
、
在
韓
米
軍
の
駐
留
が
朴
正
煕
政
権
を
支
え
て
い
る
と
い

う
前
提
で
、

南
朝
鮮
人
民

に
米
軍
撤
収
の
た
め
に
朴
正
煕
政
権
の
打
倒
を
訴
え
る
も
の
で
あ
り
、
軍
事
問
題
と
政
治
問
題
を
分

離
し
て
、
政
治
問
題
を
民
族
内
部
で
解
決
す
る
枠
組
み
を
提
示
し
た
グ
エ
ン
・
チ
・
ビ
ン
の

七
項
目
提
案

は
、
北
朝
鮮
に
と
っ

て
も

南
朝
鮮
革
命
論

の
正
当
性
を
主
張
す
る
上
で
も
歓
迎
す
べ
き
内
容
と
な
っ
て
い
た
。

確
か
に
、
そ
の
直
後
の
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
北
朝
鮮
と
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
双
方
に
と
っ
て
は
中
国
の

背
信
行
為

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
対
応
は
北
朝
鮮
と
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
の
間
で
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
北
朝
鮮
は

南

朝
鮮
革
命

の
留
保
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
朴
正
煕
政
権
と
の
対
話
を
模
索
し
た
の
に
対
し
て
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
中
国
が
ニ
ク
ソ
ン

を
迎
え
入
れ
よ
う
と
す
る
中
、
米
中
両
国
の

妥
協

に
よ
っ
て
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
解
放
の
機
会
を
失
う
こ
と
を
危
惧
し
、
後
に

イ

ー
ス
タ
ー
攻
勢

と
呼
ば
れ
る
対
南
軍
事
攻
勢
を
決
定
し
て
い
た

）
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
朝
鮮
と
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
そ
の
後
も
強

い
紐
帯
を
維
持
し
て
い
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の

ポ
ー
ロ
Ⅱ

終
了
後
の
一
一
月
初
旬
、
朴
成
哲
第
二
副
首
相
を
団
長
と
す
る
党

政
代
表
団
が
ハ
ノ
イ
を
訪
問
し
、
フ
ァ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ド
ン
首
相
ら
と
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
後
の
互
い
の
対
外
政
策
に
つ
い
て
意
見
を
交
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わ
し
た
と
き

）
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
側
は
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
解
放
の
必
要
性
を
訴
え
た
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
こ
こ
で
発
表
さ
れ
た
共
同
声
明

で
は
、

戦
闘
的
団
結
と
兄
弟
的
親
善

を
謳
っ
た
上
で
、
七
二
年
に
北
朝
鮮
が
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
軍
事
支
援
を
行
う
こ
と
が
約
束

さ
れ
て
い
た

）
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
北
朝
鮮
が
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
同
様
の
対
南
武
力
行
使
を
考
え
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
な

い
。
共
同
声
明
は
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
で
利
害
を
犠
牲
に
さ
れ
な
い
よ
う
牽
制
す
る
中
国
に
向
け
た
共
同
の
示
威
行
動
で
あ
っ
た
ろ
う
。

他
方
、
朴
成
哲
の
ハ
ノ
イ
訪
問
で
は
、
対
米
関
係
も
当
然
議
題
に
上
が
っ
た
で
あ
ろ
う
。
グ
エ
ン
・
チ
・
ビ
ン
の

七
項
目
提

案

の
後
、
一
九
七
一
年
一
〇
月
八
日
に
行
わ
れ
た
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
大
統
領
選
挙
は
、
事
実
上
の
信
任
投
票
で
チ
ュ
ー
の
再
任
で
終

わ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
パ
リ
拡
大
和
平
会
談
で
の
議
論
は
チ
ュ
ー
政
権
の
存
続
に
関
す
る
政
治
問
題
に
収
斂
し
て
い
っ
た
。
秘

密
交
渉
に
目
を
転
じ
て
も
、

ポ
ー
ロ
Ⅱ

の
際
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は

ポ
ー
ロ
Ⅰ

の
後
、
秘
密
裏

に
パ
リ
で
レ
・
ド
ク
・
ト
と
会
談
し
、

ポ
ー
ロ
Ⅱ

の
直
前
に
も
ス
ア
ン
・
ト
イ
と
も
接
触
し
て
い
た

）
。
一
〇
月
一
一
日
、
キ
ッ

シ
ン
ジ
ャ
ー
は

八
項
目
提
案

を
提
示
し
た
が
、
そ
こ
で
は
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
の
総
選
挙
後
の
米
軍
撤
収
期
限
を
以
前
の
合
意
成

立
後
九
カ
月
か
ら
七
カ
月
に
短
縮
し
て
軍
事
問
題
で
譲
歩
を
示
す
と
と
も
に
、
最
終
和
平
協
定
か
ら
六
カ
月
以
内
の
大
統
領
選
挙
の

実
施
、
共
産
勢
力
を
含
め
た
全
て
の
政
治
勢
力
の
代
表
で
構
成
さ
れ
る
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
国
際
管
理
下
の
大
統
領
選
挙
の
実

施
、
大
統
領
選
挙
一
カ
月
前
の
チ
ュ
ー
大
統
領
の
辞
任
な
ど
、
政
治
問
題
に
つ
い
て
も
多
く
の
譲
歩
を
含
ん
で
い
た

）
。
さ
ら
に
ニ
ク

ソ
ン
は
一
一
月
一
二
日
、
新
た
な
撤
退
計
画
を
発
表
し
た
が
、
そ
こ
に
も
相
互
撤
収
の
要
求
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る

）
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
グ
エ
ン
・
チ
・
ビ
ン
は
、
ニ
ク
ソ
ン
が
そ
こ
で
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
の
訓
練
を
継
続
し
、
捕
虜
問
題
が
未

解
決
で
あ
る
間
は
米
軍
が
残
存
す
る
と
述
べ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は

七
項
目
提
案

に

真
面
目
に
応
え
る
こ
と

を
い
ま
な
お
拒
否

し
て
い
る
と
非
難
し
、

売
国
奴
グ
エ
ン
・
バ
ン
・
チ
ュ
ー
を
頭
と
す
る
好
戦
的
な
傀
儡
政
権
が
完
全
に
崩
壊

す
る
ま
で
闘
い
続
け
る

）

と
し
て
、
パ
リ
で
拡
大
和
平
交
渉
を
進
め
る
一
方
で
、
徹
底
抗
戦
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
。
北
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
労
働
党
政
治
局
も
ま
た
、
七
二
年
の
春
か
ら
夏
ま
で
に
米
国
が
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
要
求
を
受
け
入
れ
る
よ
う
外
交
攻
勢
を
か
け
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る
か
、
軍
事
攻
勢
に
よ
っ
て
戦
略
目
標
を
達
成
し
て
か
ら
外
交
攻
勢
を
行
う
か
を
見
極
め
る
た
め
、
あ
え
て
逆
提
案
を
行
わ
な
い
よ

う
ス
ア
ン
・
ト
イ
に
指
示
し
、
レ
・
ド
ク
・
ト
に
は
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
の
秘
密
交
渉
に
は
出
席
す
る
必
要
は
な
い
と
指
示
し
た

）
。

こ
れ
以
降
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は

イ
ー
ス
タ
ー
攻
勢

の
準
備
を
本
格
的
に
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
米
国
と
直
接
の
協
議
を
も
つ
こ
と
で
、
そ
の
軍
事
路
線
を
効
果
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

軍
事
停
戦
に
あ
る
北
朝
鮮
が
米
国
と
戦
闘
状
態
に
あ
る
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
同
様
の
軍
事
路
線
を
と
る
余
地
は
な
か
っ
た
が
、
北
朝
鮮

は
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
パ
リ
拡
大
和
平
会
談
で
米
国
と
直
接
の
協
議
を
も
ち
、
米
軍
撤
収
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
を
知
悉
し
て
い
た
。

ポ
ー
ロ
Ⅱ

で
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
周
恩
来
に
伝
え
た
よ
う
に
、
北
朝
鮮
は
一
九
七
一
年
一
月
に
対
米
直
接
接
触
を
試
み
た
が
、

そ
れ
も
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
対
米
協
議
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
そ
の
間
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
米
軍
を
削
減
し
、
グ

エ
ン
・
チ
・
ビ
ン
の

七
項
目
提
案

を
生
ん
だ
こ
と
は
、
北
朝
鮮
に
と
っ
て
も
示
唆
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

朴
成
哲
が
ハ
ノ
イ
で
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
側
か
ら
米
国
と
の
秘
密
交
渉
の
内
容
を
知
ら
せ
て
い
た
か
は
と
も
か
く
、
グ
エ
ン
・
チ
・
ビ

ン
は
ニ
ク
ソ
ン
政
権
と
の
秘
密
交
渉
の
用
意
を
表
明
し
て
お
り

）
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
共
和
臨
時
革
命
政
府
が
米
軍
撤

収
の
た
め
に
対
米
攻
勢
を
強
め
て
い
る
こ
と
は
、
朴
成
哲
だ
け
で
は
な
く
、
金
日
成
に
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

も
と
よ
り
、
朴
成
哲
の
ハ
ノ
イ
訪
問
で
、
北
朝
鮮
が
即
座
に
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
よ
う
な
対
米
直
接
交
渉
に
傾
斜
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
後
の
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
対
応
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
米
中
両
国
の

妥
協

に
よ
っ

て
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
解
放
の
機
会
を
逸
す
る
こ
と
を
危
惧
し
、
和
平
交
渉
で
中
国
の
影
響
力
を
排
除
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
実
際
、
朴

成
哲
の
ハ
ノ
イ
訪
問
の
後
、
フ
ァ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ド
ン
首
相
が
訪
中
し
、
周
恩
来
に
対
し
徹
底
抗
戦
へ
の
支
持
を
訴
え
て
い
た

）
。
そ

こ
で
フ
ァ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ド
ン
は
共
同
声
明
で
対
外
的
に
は

中
越
友
好

を
演
出
し
な
が
ら
も
、
毛
沢
東
に
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
の
取

り
消
し
を
迫
り
拒
絶
に
遭
っ
た
と
い
う

）
。
ま
た
、
そ
の
間
の
秘
密
交
渉
で
も
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
中
国
に
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
の
影
響

力
行
使
を
要
請
し
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
時
に
レ
・
ド
ク
・
ト
と
の
会
談
を
北
京
で
も
つ
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
中
国
側
は
結
局
、
そ
れ
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を
受
け
入
れ
な
か
っ
た

）
。
す
な
わ
ち
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
米
国
と
の
協
議
に
臨
み
つ
つ
、
対
南
武
力
解
放
を
敢
行
す
る
こ
と
は
、
対

中
関
係
の
犠
牲
の
上
で
初
め
て
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
北
朝
鮮
は
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
の
取
り
消
し
を
迫
っ
た
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム

と
は
異
な
り
、
南
北
赤
十
字
会
談
を
進
行
さ
せ
つ
つ
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
で
中
国
に
そ
の
利
害
を
代
弁
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
ま

た
、
喬
冠
華
も
こ
の
頃
、

南
朝
鮮

の
状
況
が
武
力
統
一
に
適
さ
な
い
こ
と
を
自
覚
し
た
と
語
っ
た
と
い
う

）
。

し
か
し
、
北
朝
鮮
が
中
国
に
そ
の
利
害
を
代
弁
さ
せ
る
こ
と
の
限
界
を
知
っ
た
と
き
、
対
南
武
力
行
使
は
と
も
か
く
、
北
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
と
同
様
の
対
米
協
議
を
模
索
す
る
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
朴
成
哲
の
ハ
ノ
イ
訪
問
の
直
後
、
金
日
成
が
訪
中

し
、
毛
沢
東
、
周
恩
来
と
会
見
し
た
が

）
、
こ
こ
で
金
日
成
は
、

ポ
ー
ロ
Ⅱ

の
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
起
草
作
業
の
概
略
と
と
も
に
、

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が

金
一
八
項
目
提
案

を
拒
絶
し
た
経
緯
を
説
明
し
た
で
あ
ろ
う
。
繰
り
返
す
ま
で
も
な
く
、

ポ
ー
ロ
Ⅱ

で
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が

中
国
と
協
力

で
き
る
領
域
に
挙
げ
、
周
恩
来
が
暗
黙
の
了
解
を
与
え
た
の
は
、
平
和
体
制
の
樹
立
で
あ

っ
た
。
こ
の
問
題
は
起
草
作
業
か
ら
最
終
的
に
は
削
除
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
南
北
間
の
相
互
不
可
侵
を
前
提
と
し
、
南
北
双
方
が
軍

事
停
戦
協
定
を
平
和
体
制
に
転
換
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
以
上
、
こ
の
問
題
で
米
中
両
国
を
含
む
多
国
間
協
議
に
発
展
す
る
か

否
か
は
、
そ
れ
以
降
の
南
北
対
話
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
。

五

上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

と
国
連
の
権
能
│
│
米
朝
直
接
協
議
の
余
地
│
│

㈠

朴
正
煕

国
家
非
常
事
態
宣
言

と
金
日
成
の

平
和
攻
勢

│
│
李
厚
洛
の
大
国
間
保
障
案

中
国
の
国
連
加
盟
が
韓
国
に
も
た
ら
す
危
機
が
、
そ
の
安
全
保
障
と
正
統
性
の
双
方
に
及
ぶ
こ
と
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ

に
加
え
、
朴
正
煕
は
内
政
上
の
危
機
に
直
面
し
て
い
た
。
朴
正
煕
退
陣
を
求
め
る
学
生
の
運
動
が
激
化
し
、
朴
正
煕
は
学
園
秩
序
確

立
特
命
九
項
目
を
発
表
し
た
上
、
ソ
ウ
ル
一
円
に
衛
戍
令
を
発
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
新
民
党
が
提
出
し
た
金
鶴
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烈
経
済
企
画
院
長
官
、
呉
致
成
内
務
部
長
官
ら
の
解
任
決
議
案
に
対
し
て
、
民
主
共
和
党
か
ら
も
吉
在
號
、
金
成
坤
ら
が
同
党
幹
部

で
あ
り
な
が
ら
、
金
鍾
泌
率
い
る
主
流
派
へ
の
反
発
か
ら
賛
成
票
を
投
じ
た
（

一
〇
・
二
抗
命
波
動

）。
こ
れ
を
機
に
、
吉
在
號
、

金
成
坤
ら
は
脱
党
し
、

共
和
党
四
人
体
制

は
崩
壊
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
朴
正
煕
は

国
家
非
常
事
態
宣
言

を
発
表

し
、

安
保
上
の
脆
弱
点
と
な
る
一
切
の
社
会
不
安
を
容
認
せ
ず
、
ま
た
不
安
要
素
を
排
除
す
る

と
し
、
言
論
に
は

無
責
任
な

論
議

を
慎
む
こ
と
を
要
求
し
、
全
国
民
に
対
し
て
は

安
保
主
体
の
新
し
い
価
値
観

と
と
も
に
、

最
悪
の
場
合
、
わ
れ
わ
れ

が
享
受
し
て
い
る
自
由
の
一
部
を
留
保
す
る
決
意

を
求
め
た

）
。
さ
ら
に
、
政
府
・
民
主
共
和
党
は
同
月
二
七
日
未
明
、
こ
の
宣
言

の
法
的
措
置
と
し
て

国
家
保
衛
に
関
す
る
特
別
措
置
法

を
国
会
通
過
さ
せ
た
が
、
そ
こ
に
は
大
統
領
が
行
使
で
き
る
非
常
大
権

と
し
て
国
家
動
員
令
（
第
五
条
）、
屋
外
集
会
お
よ
び
示
威
の
規
制
（
第
七
条
）
が
付
与
さ
れ
て
い
た
。

朴
正
煕
の
い
う

安
保
上
の
脆
弱
点

の
多
く
が
、
中
国
の
国
連
加
盟
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
例
え

ば
、
朴
正
煕
が

国
家
非
常
事
態
宣
言

を
発
表
す
る
直
前
、
第
三
次
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
戦
争
の
勃
発
を
受
け
て
安
保
理
が
招

集
さ
れ
た
が
、
朴
正
煕
は
中
国
を
常
任
理
事
国
に
迎
え
た
安
保
理
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て

座
し
て
互
い
に
口
論

）

に
終
始
し
た
と

批
判
し
て
い
た
。
上
述
の
通
り
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
直
後
、
朴
正
煕
は
中
東

六
月
戦
争

を
挙
げ
、
国
際
社
会
の
大
勢
が

平

和
志
向
的

で
あ
っ
て
も

局
地
的
な
戦
乱

は
抑
止
で
き
な
い
と
指
摘
し
て
い
た
が
、
中
国
が
安
保
理
常
任
理
事
国
と
し
て
拒
否

権
を
得
た
こ
と
で
朴
正
煕
の
懸
念
は
倍
加
し
て
い
た
。
朴
正
煕
は

国
家
非
常
事
態
宣
言

の
発
表
に
際
し
て
の
特
別
談
話
文
で
も

す
で
に
在
韓
米
軍
の
追
加
削
減
問
題
も
論
議
中

で
あ
る
こ
と
を
挙
げ

）
、
一
九
七
二
年
の
新
年
辞
で
は
、

国
際
情
勢
の
変
化

と

北
韓
の
南
侵

の
可
能
性
を

二
重
の
挑
戦

と
表
現
し
た

）
。
朴
正
煕
が
と
り
わ
け
危
惧
し
た
の
は
、
中
国
の
国
連
加
盟
後
の
安

保
理
が
韓
国
、
北
朝
鮮
双
方
の
行
動
を
制
御
し
よ
う
と
す
る
一
方
、
北
朝
鮮
が
そ
れ
に
抵
抗
し
て
対
南
武
力
行
使
を
強
行
す
る
可
能

性
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
正
統
性
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
国
連
加
盟
を
果
た
し
た
中
国
が
、
韓
国
の

唯
一
合
法
性

の
主
張
を
否
認

す
る
北
朝
鮮
に
同
調
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
喬
冠
華
が
国
連
総
会
で
の
処
女
演
説
で

U
N
C
U
R
K

の
解
体
に
言
及
し
た
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と
き
、
朴
正
煕
は
国
連
総
会
で

唯
一
合
法
性

を
主
張
す
る
こ
と
が
い
よ
い
よ
困
難
と
な
る
と
認
識
し
た
に
違
い
な
い
。

そ
れ
は
南
北
対
話
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
国
連
軍
司
令
部
の
解
体
、
ひ
い
て
は
在
韓
米
軍
の
追
加
削
減
に

連
動
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
南
北
対
話
は

北
韓
の
南
侵

を
抑
制
す
る
上
で
有
効
と
考
え
ら
れ
た
。
朴
正
煕
が

国
家
非
常
事

態
宣
言

を
決
意
し
た
よ
り
直
接
の
要
因
も
、
南
北
赤
十
字
会
談
予
備
会
談
を
よ
り
高
位
の
政
治
会
談
に
す
る
青
瓦
台
の
意
図
と
関

連
し
て
い
た
。
す
で
に
南
北
赤
十
字
会
談
予
備
会
談
は
韓
国
で
は
中
央
情
報
部
の
管
轄
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
が
、
政
治
・
軍

事
問
題
を
優
先
的
に
討
議
し
よ
う
と
す
る
北
朝
鮮
に
対
し
、
経
済
、
社
会
、
文
化
的
交
流
を
提
案
す
る
韓
国
側
の
間
で
接
点
は
も
ち

が
た
く
、
韓
国
側
代
表
の
鄭
洪
鎭
は
七
一
年
一
一
月
一
九
日
、
南
北
赤
十
字
会
談
第
四
次
予
備
会
談
の
場
で
、
北
朝
鮮
側
の
金
徳
賢

副
団
長
に

よ
り
高
位
の
会
談

の
可
能
性
を
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
金
徳
賢
は
南
北
赤
十
字
会
談
と
は
別
途
、

最
高
位
の
政
府
高

官
の
信
任
を
得
た
者
に
よ
る
秘
密
会
談

を
も
つ
こ
と
を
提
案
し
た
と
い
う

）
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
秘
密
会
談
に
お
け
る
南

北
間
の
意
図
が
一
致
し
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
鄭
洪
鎭
が
回
顧
す
る
よ
う
に
、
韓
国
側
の
意
図
は
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
戦
争
再
発

防
止
に
あ
り
、
南
北
対
話
と
統
一
問
題
を
分
離
し
て
捉
え
て
い
た

）
。
ま
た
、
韓
国
側
は
来
る
べ
き
秘
密
会
談
で
、
北
朝
鮮
側
が
主
張

す
る
在
韓
米
軍
の
撤
収
、
国
連
軍
司
令
部
の
解
体
に
応
じ
る
意
図
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
中
国
と
の
キ

ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
を
特
使
と
す
る
秘
密
会
談
で
朝
鮮
戦
争
以
来
の
米
中
関
係
を
和
解
に
転
じ
よ
う
と
し
た
よ
う
に
、
朴
正
煕
政
権
は
金

徳
賢
が
い
う

最
高
位
の
政
府
高
官
の
信
任
を
得
た
者

を
仲
介
者
と
し
て
、
分
断
以
降
の
南
北
朝
鮮
関
係
の
調
整
を
図
ろ
う
と
し

て
い
た
。

こ
れ
を
受
け
、
や
が
て
そ
の
仲
介
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
李
厚
洛
中
央
情
報
部
長
は
、

国
家
非
常
事
態
宣
言

発
表
の
直
前
、

ポ
ー
タ
ー
の
後
任
の
ハ
ビ
ブ
（Philip

C.
H
a
bib

）
大
使
に
対
し
、
北
朝
鮮
側
に
非
公
式
接
触
を
試
み
て
い
る
事
実
を
告
げ
、
長
期

的
に
は
南
北
間
で
相
互
不
可
侵
、
相
互
の
意
思
確
認
、
軍
備
縮
小
な
ど
を
宣
言
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
と
伝
え
て
い
た

）
。
朴
正
煕
は

国
家
非
常
事
態
宣
言

の
発
表
に
際
し
て
、
青
瓦
台
代
弁
人
の
金
聖
鎭
に
対
し

侵
略
の
銃
口
を
自
由
と
平
和
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
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け
で
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い

）

と
述
べ
た
と
い
う
が
、
こ
の
間
の
経
緯
を
考
え
る
と
き
、
朴
正
煕
が

国
家
非
常
事
態
宣
言

を
発

表
し
た
の
は
、
来
る
べ
き
南
北
対
話
で
、
北
朝
鮮
の
提
議
に
呼
応
す
る
国
内
勢
力
を
予
め
封
殺
し
、
対
話
の
窓
口
を
一
本
化
し
よ
う

と
す
る
意
図
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
さ
ら
に
李
厚
洛
は
ハ
ビ
ブ
に
対
し
、
南
北
双
方
は
大
国
が
相
互
不
可
侵
を
は
じ
め
と

す
る
合
意
を
保
障
す
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
、
そ
れ
に
つ
い
て
米
国
の
意
向
を
確
か
め
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て

ハ
ビ
ブ
は
、
南
北
間
で

よ
り
高
位
の
会
談

の
た
め
の
協
議
が
も
た
れ
て
い
る
こ
と
を

歓
迎
す
る

と
し
て
そ
れ
以
上
の
返
答

は
控
え
た
が
、
こ
こ
で
指
摘
す
べ
き
は
、
李
厚
洛
が
南
北
間
の
相
互
不
可
侵
の
合
意
を
周
辺
諸
国
が
保
障
す
る
こ
と
で
、
そ
の
合
意

を
よ
り
堅
固
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
朴
正
煕
が
い
う
中
国
の
国
連
加
盟
後
の

国
際
情
勢
の
変
化

を

北
韓
の
南
侵

防
止
に
有
機
的
に
連
動
さ
せ
る
試
み
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

朴
正
煕
の

国
家
非
常
事
態
宣
言

が
、
北
朝
鮮
の
反
発
を
招
い
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
金
日
成
も
ま
た
、

国
家
保
衛
に
関

す
る
特
別
措
置
法

を

前
例
の
な
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
悪
法

）

と
非
難
し
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
日
成
が
韓
国
に
平

和
攻
勢
を
挑
ん
で
い
た
こ
と
は
強
調
さ
れ
て
よ
い
。
一
九
七
二
年
一
月
一
〇
日
、
金
日
成
は

読
売
新
聞

と
の
会
見
で
、

何
よ

り
も
朝
鮮
停
戦
協
定
を
南
北
間
の
平
和
協
定
に
換
え
る
こ
と

（
傍
点
は
引
用
者
）
を
提
起
し
た
上
で
、

南
北
が
平
和
協
定
を
結
び
、

南
朝
鮮
か
ら
米
帝
国
主
義
侵
略
軍
を
撤
退
さ
せ
る
条
件
の
下
で
南
北
朝
鮮
の
武
力
を
大
幅
に
縮
小
す
る

）

こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
の

発
言
を
字
義
通
り
解
釈
す
る
限
り
、
南
北
平
和
協
定
締
結
そ
れ
自
体
は
、
在
韓
米
軍
撤
収
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
在
韓
米
軍
撤

収
は
そ
の
後
の
南
北
間
軍
縮
の
条
件
と
な
っ
て
い
た

）
。
さ
ら
に
着
目
す
べ
き
は
、
こ
の
会
見
で
金
日
成
が
民
主
共
和
党
に
加
え
、
新

民
党
、
国
民
党
を
含
め
た
政
治
協
商
会
議
の
用
意
を
表
明
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
金
日
成
が
挙
げ
た
政
党
は
全
て
、
第
七

代
大
統
領
選
挙
に
候
補
者
を
選
出
し
て
い
た
が
、
そ
の
と
き
北
朝
鮮
は
そ
の
い
ず
れ
も
黙
殺
し
て
い
た

）
。
金
日
成
が
こ
れ
ら
の
政
党

を
含
む
政
治
協
商
会
議
を
呼
び
か
け
た
の
は
、
朴
正
煕
を

南
朝
鮮

内
部
で
孤
立
さ
せ
る
意
図
か
ら
で
あ
っ
た
ろ
う
。
事
実
、

労
働
新
聞

の
論
評
は
、

朴
正
煕
徒
党

が

平
和
的
統
一
に
必
死
に
反
対
し
、
い
わ
ゆ
る

非
常
事
態

を
宣
布

す
る
中
、
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南
朝
鮮
の
各
界
各
層
の
人
民
と
全
て
の
政
党
、
社
会
団
体
、
お
よ
び
個
別
的
人
士
は
わ
が
祖
国
の
統
一
偉
業
の
た
め
に
南
北
の
接

触
と
協
商
を
実
現
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
朝
鮮
労
働
党
と
共
和
国
政
府
の
ア
ピ
ー
ル
に
呼
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

）

と
訴
え
て
い

た
の
で
あ
る
。

㈡

上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

と
国
連
軍
司
令
部
│
│

ク
ロ
ス
接
触

の
端
緒

こ
の
時
期
の
北
朝
鮮
は
、
対
南

平
和
攻
勢

に
の
み
従
事
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
金
日
成
の
発
言
と
並
行
し
て
、
板

門
店
で
は
朝
鮮
人
民
軍
が
非
公
式
に
対
米
接
触
を
試
み
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
七
二
年
一
月
末
、
朝
鮮
人
民

軍
側
が
国
連
軍
側
の
米
軍
代
表
に
対
し
、
韓
国
軍
代
表
を
排
除
し
た
単
独
の
接
触
を
提
起
し
た
と
い
う
。
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
少
将
が
国
連

軍
側
首
席
代
表
を
韓
国
軍
将
校
に
交
替
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
た
と
き
、
朝
鮮
人
民
軍
の
韓
瀅
玉
少
将
は
そ
れ
を
拒
絶
し
た
が
、
軍

事
停
戦
委
員
会
そ
れ
自
体
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
韓
国
軍
将
校
の
出
席
を
拒
絶
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
七
二
年
一
月
の
提
案
で
着
目
す
べ
き
は
、
そ
れ
が
軍
事
停
戦
委
員
会
の
形
態
そ
れ
自
体
を
否
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ

れ
が
米
朝
間
の
接
触
で
あ
る
以
上
、
漸
く
軍
事
停
戦
委
員
会
へ
の
復
帰
を
果
た
し
た
中
国
人
民
志
願
軍
も
排
除
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。

ロ
ジ
ャ
ー
ズ
少
将
の
提
案
に
対
し
て
、
韓
国
国
防
部
は
米
軍
と
朝
鮮
人
民
軍
が
対
話
を
ほ
ぼ
独
占
し
て
い
る
軍
事
停
戦
委
員
会
の
形

態
が
、
米
朝
平
和
協
定
を
北
朝
鮮
が
提
案
す
る
温
床
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
が
、
金
日
成
が
そ
の
数
週
間
前
に
南
北

平
和
協
定
を
提
起
し
て
い
た
こ
と
を
み
て
も
、
こ
こ
で
朝
鮮
人
民
軍
が
対
米
平
和
協
定
を
提
起
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か

し
、
軍
事
停
戦
委
員
会
で
米
軍
将
校
が
国
連
軍
側
首
席
代
表
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
北
朝
鮮
が
米
軍
に
接
触
を
求
め
る
背
景
に
な

っ
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
米
軍
は
朝
鮮
人
民
軍
側
が
こ
の
主
張
を
行
っ
た
の
は
、
軍
事
停
戦
委
員
会
よ
り
高
い
次
元
の
対
米
接

触
を
も
つ
た
め
と
判
断
し
て
い
た

）
。
国
家
安
全
保
障
会
議
の
ホ
ル
ド
リ
ッ
ジ
（Jo

h
n
H.

H
oldrid

g
e

）
が
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
宛
て

た
覚
書
で
、
北
朝
鮮
が
在
韓
米
軍
撤
収
の
た
め
に
米
国
と
の
直
接
か
つ
非
公
式
な
協
議
を
申
し
入
れ
た
と
伝
え
た
が
、
こ
れ
は
こ
の
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と
き
の
提
案
を
指
す
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
そ
の
内
容
は
韓
国
側
に
も
周
知
さ
れ
、
朴
正
煕
は
米
朝
接
触
の
可
能
性
を
危
惧
し
た
と

い
う

）
。

軍
事
停
戦
体
制
の
形
態
に
加
え
、
朝
鮮
人
民
軍
が
対
米
直
接
協
議
を
申
し
出
た
よ
り
直
接
の
契
機
は
、
ニ
ク
ソ
ン
が
一
月
二
五
日
、

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
労
働
党
特
別
顧
問
レ
・
ド
ク
・
ト
ら
の
秘
密
交
渉
の
内
容
を
公
開
し
つ
つ
、
前
年
の
一
〇
月
に
キ

ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
レ
・
ド
ク
・
ト
に
秘
密
裏
に
提
案
し
た

八
項
目
提
案

を
公
表
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う

）
。
そ
れ
以
前
か
ら
の

パ
リ
拡
大
和
平
会
談
の
主
軸
が
米
国
と
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
二
国
間
協
議
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
っ
た
が
、
金
日
成
は
ニ
ク
ソ
ン
の

演
説
内
容
を
知
り
、
そ
れ
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
米
国
と
の
直
接
協
議
が
米
軍
撤
収
の
た
め
に
有
効
な
外
交
回
路
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
た
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
上
述
の
金
日
成
の
発
言
に
よ
れ
ば
、
南
北
平
和
協
定
締
結
の
後
も
在
韓
米
軍
は
残
存
す
る
が
、

米
国
と
の
直
接
協
議
を
通
じ
て
、
在
韓
米
軍
撤
収
を
訴
え
る
可
能
性
を
模
索
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
頃
、

金
日
成
は
韓
国
が
南
北
赤
十
字
会
談
を
提
起
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
朴
正
煕
が

米
帝
国
主
義
者

に

唆
さ
れ
た
こ
と
と
関
連
し

て
い
る

）

と
述
べ
て
い
た
。
ニ
ク
ソ
ン
が
公
表
し
た

八
項
目
提
案

が
チ
ュ
ー
政
権
の
辞
任
を
容
認
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と

き
、
政
治
協
商
会
議
で
朴
正
煕
を
孤
立
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
金
日
成
に
と
っ
て
、
対
米
協
議
を
通
じ
て
朴
正
煕
を
退
陣
に
導

く
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
た
。
ま
た
、
朴
正
煕
が
在
韓
米
軍
の
追
加
削
減
を
危
惧
し
て
い
た
状
況
で
、
金
日
成
は
米
国
の
意
図
と
分

離
し
て
南
北
対
話
で
在
韓
米
軍
を
撤
収
さ
せ
る
こ
と
が
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
を
知
悉
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

こ
の
と
き
の
金
日
成
の
認
識
に
お
い
て
、
平
和
協
定
締
結
と
い
う
対
南
関
係
の
制
度
化
と
対
米
接
触
と
は
相
互
に
排
他
的
で
は
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
構
図
は
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
後
も
有
効
で
あ
っ
た
。

上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

で
の
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
記
述
は
、
概
ね
キ
ッ
シ
ン

ジ
ャ
ー
の

ポ
ー
ロ
Ⅱ

の
際
に
纏
め
ら
れ
た
草
案
に
従
っ
て
発
表
さ
れ
た

）
。
ニ
ク
ソ
ン
は

ポ
ー
ロ
Ⅱ

で
の
討
議
で
キ
ッ
シ
ン

ジ
ャ
ー
が
語
っ
た
よ
う
に
、
米
中
双
方
が

同
盟
者
を
抑
制
す
る
よ
う
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
指
摘
し
、
周
恩
来
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も
そ
れ
に
異
を
唱
え
ず
、
米
中
両
国
が
協
調
す
る
こ
と
が

南
北
の
接
触
を
促
進
す
る
で
し
ょ
う

と
答
え
て
い
た

）
。
こ
こ
で
米
中

両
首
脳
は
、

大
国
間
の
協
調

が
朝
鮮
半
島
の
紛
争
を

局
地
化

す
る
力
学
を
認
識
し
た
上
で
、
そ
れ
を
促
進
す
る
こ
と
に
理

解
を
共
有
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
紛
争
の

局
地
化

は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
国
連
の
権
能
を

奪
す
る

こ
と
を
も
意
味
す
る
。
そ
こ
で
指
摘
す
べ
き
は
、

上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

の
発
表
後
、
周
恩
来
が
訪
朝
し
て
金
日
成
に
語
っ
た
内
容

で
あ
る
。
周
恩
来
は
そ
こ
で
、

上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

に
あ
る

い
ず
れ
の
一
方
も
い
か
な
る
第
三
国
の
た
め
に
代
わ
っ
て
交
渉
す

る
つ
も
り
は
な

い
と
の
一
文
は
米
国
側
が
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
金
日
成
に
伝
え
、
そ
れ
は
朝
鮮
半
島
に
も
適
用
さ
れ
る

と
述
べ
つ
つ
も
、

上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

に

平
和
統
一
八
項
目
提
案

と

U
N
C
U
R
K

解
体
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
触
れ
、

そ
れ
は
中
国
が
北
朝
鮮
の
利
害
の
た
め
に

最
大
限

の
努
力
を
払
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
と
強
調
し
、
金
日
成
の
理
解
を
求
め
た
。

実
際
、
周
恩
来
は
ニ
ク
ソ
ン
に
対
し
て
、

U
N
C
U
R
K

の
役
割
が

終
わ
る
日
が
来
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す

と
述
べ
た
の
に
対

し
、
同
席
し
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ニ
ク
ソ
ン
の
注
意
を
喚
起
し
て
い
た
。
ま
た
興
味
深
い
こ
と
に
、
周
恩
来

は
金
日
成
に
対
し
、
中
国
は
軍
事
停
戦
委
員
会
で

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
側
の
一
方
で
あ
り
、
そ
れ
を
忘
れ
て
欲
し
く
な

い

と
米
国
側
に
伝
え
た
と
説
明
し
て
い
た

）
。
こ
れ
は
中
国
が
軍
事
停
戦
委
員
会
で
北
朝
鮮
の
立
場
を
擁
護
す
る
と
と
も
に
、
平
和

体
制
樹
立
の
過
程
で
中
国
が
排
除
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
思
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
周
恩
来
が
そ
れ
を
米
国
に
伝
え

た
こ
と
は
、
中
国
は
平
和
体
制
樹
立
の
過
程
で
自
ら
の
発
言
力
を
求
め
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
や
は
り
、
以
前
米
国
家
安
全
保

障
会
議
が
分
析
し
た
通
り
、
平
和
体
制
が
樹
立
さ
れ
る
ま
で
中
国
は
国
連
軍
司
令
部
を
温
存
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
朝
鮮
半
島

に
お
け
る
国
連
の
権
能
を

奪
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
米
中
両
国
は
そ
れ
を

U
N
C
U
R
K

に
限
定
す
る
と
と
も
に
、
国
連
軍
司
令

部
に
つ
い
て
は
当
面
は
不
問
に
付
す
こ
と
で
了
解
を
交
わ
し
、
周
恩
来
は
金
日
成
に
そ
れ
を
暗
示
的
に
伝
え
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
以
っ
て
、

上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

の
内
容
が
北
朝
鮮
の
期
待
を
大
き
く
裏
切
っ
た
と
は
い
い
難
い
。

上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

の
発
表
を
受
け

労
働
新
聞

が
掲
げ
た
論
評
は
、
そ
れ
が

平
和
共
存
五
原
則

に
言
及
し
た
こ
と
を
評
価
し
、

国
の
間
の
人
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民
の
意
思
と
利
益
に
符
合
し
、
全
般
的
国
際
緊
張
状
態
の
緩
和
に
寄
与
す
べ
く
相
互
の
関
係
を
正
常
化
す
る
た
め
に
努
力
す
る
こ
と

は
よ
い
こ
と
で
あ
る

と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
論
評
は

何
よ
り
も
ま
ず
、
国
連
軍
の
看
板
を
掲
げ
た
米
帝
国
主
義
軍
隊

が
撤
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
南
朝
鮮
に
米
帝
国
主
義
侵
略
軍
が
巣
を
作
っ
て
い
る
限
り
、
朝
鮮
の
平
和
と
祖
国
の
自
主
的
平
和

統
一
は
不
可
能
で
あ
る

（
傍
点
は
引
用

）
者
）
と
強
調
し
、

上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

が
言
及
し
な
か
っ
た
国
連
軍
司
令
部
解
体
の
必
要

性
を
強
調
し
て
い
た
。
上
述
の
通
り
、
米
中
両
国
が
国
連
軍
司
令
部
を
温
存
す
る
中
、

ポ
ー
ロ
Ⅱ

で
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
伝
え

た
よ
う
に
、
一
九
七
一
年
一
月
に
北
朝
鮮
は
米
国
に
接
触
を
求
め
て
お
り
、
七
二
年
一
月
末
に
は
、
朝
鮮
人
民
軍
が
非
公
式
に
対
米

直
接
協
議
を
提
起
し
て
い
た
。
李
厚
洛
は
ハ
ビ
ブ
に
南
北
間
で
相
互
不
可
侵
の
意
思
確
認
、
軍
備
縮
小
な
ど
を
宣
言
す
る
案
を
伝
え

て
い
た
が
、
朴
正
煕
が
在
韓
米
軍
の
追
加
削
減
を
危
惧
す
る
中
、
韓
国
が
国
連
軍
司
令
部
の
解
体
に
応
じ
る
と
は
考
え
に
く
か
っ
た
。

そ
こ
で
北
朝
鮮
が
国
連
軍
司
令
部
の
解
体
を
急
げ
ば
、
こ
の
問
題
で
北
朝
鮮
が
対
米
直
接
協
議
を
行
う
余
地
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

す
で
に
朝
鮮
人
民
軍
が
対
米
直
接
協
議
を
提
起
し
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て
い
た
韓
国
は
、
北
朝
鮮
の
対
米
接
触
を
牽
制
し
つ
つ
、

対
南
対
話
に
従
事
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
金
溶
植
は
一
九
七
二
年
二
月
一
二
日
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
少
将
が
軍
事
停
戦
委
員
会

で
提
案
し
た
内
容
を
踏
襲
す
る
形
で
、
北
朝
鮮
に
非
武
装
地
帯
の
平
和
利
用
を
平
和
統
一
の
条
件
の
一
つ
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と

を
求
め
た

）
。
金
溶
植
は
国
連
軍
側
首
席
代
表
を
韓
国
軍
将
校
に
交
替
す
る
案
に
同
調
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
李
厚
洛
の
案
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
韓
国
が
南
北
間
の
相
互
不
可
侵
を
宣
言
す
る
な
ら
、

非
武
装
地
帯
の
非
武
装
化

は
必
須
の
条
件
と
な
る
。

こ
れ
は
南
北
赤
十
字
会
談
で
北
朝
鮮
側
が
政
治
・
軍
事
問
題
を
優
先
的
に
討
議
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
み
せ
る
中
、
来
る
べ
き

よ

り
高
位
の
会
談

を
実
現
さ
せ
る
上
で
も
有
効
と
考
え
ら
れ
た
。

他
方
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
後
、
韓
国
が
ソ
連
と
の
外
交
接
触
を
試
み
た
こ
と
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ニ
ク
ソ
ン
訪

中
後
も
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
金
鍾
泌
は
一
九
七
二
年
一
月
、
南
北
対
話
を
継
続
し
つ
つ
共
産
圏
へ
の
外
交
接
触
の
可
能
性
を

検
討
す
る
と
発
言
し
て
い
た
が

）
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
を
経
て
外
務
部
は
、
訪
韓
し
た
ム
ー
リ
ス
（Fro

m
e
nt

M
e
u
rice

）
フ
ラ
ン
ス
外
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務
省
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
局
長
に
対
し
て
、
ソ
連
だ
け
で
は
な
く
中
国
と
の
関
係
改
善
の
仲
介
を
依
頼
し
て
い
た
。
そ
こ
で
韓
国
は
中

ソ
両
国
へ
の
外
交
接
触
を
試
み
る
上
で
も
、
北
朝
鮮
の
対
米
直
接
協
議
へ
の
懸
念
を
隠
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
白
壽
榮
駐
仏
大
使

は
金
溶
植
に
米
朝
関
係
へ
の
注
意
を
喚
起
し
た
上
で
、
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
の
返
答
を
待
っ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
た

）
。
わ
け
て
も
、

ロ
ジ
ャ
ー
ズ
国
務
長
官
が
会
見
で
、
北
朝
鮮
が
韓
国
と
だ
け
で
は
な
く
米
国
と
も
関
係
を
改
善
し
よ
う
と
す
る

兆
候

が
み
ら
れ

る
と
し
、
米
国
は

あ
ら
ゆ
る
国
家

と
の
関
係
改
善
を
目
指
す
と
発
言
し
た
と
き

）
、
金
溶
植
は
ハ
ビ
ブ
を
訪
ね
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
国

務
長
官
が
言
及
し
た

兆
候

と
そ
れ
に
対
す
る
米
国
の
対
応
を
質
し
た

）
。
さ
ら
に
、
訪
米
し
た
大
統
領
安
全
保
障
担
当
秘
書
官
の

咸
秉
春
は
、
ホ
ル
ド
リ
ッ
ジ
に
対
し
て
少
な
く
と
も
民
間
次
元
で
米
朝
間
の
接
触
が
あ
り
う
る
と
し
て
警
戒
を
解
か
な
か
っ
た
。
咸

秉
春
は
、
米
朝
接
触
は
韓
国
と
中
ソ
両
国
と
の
間
の
接
触
に
寄
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
し
、
韓
国
が
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
に

そ
の
仲
介
を
依
頼
し
た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
、
ホ
ル
ド
リ
ッ
ジ
も
そ
れ
を
考
慮
す
る
よ
う
返
答
し
た

）
。
韓
国
は
北
朝
鮮
と
の
間
の
相

互
不
可
侵
を
求
め
る
一
方
で
、
自
ら
の
対
中
ソ
関
係
の
進
展
を
条
件
と
す
る
こ
と
で
米
朝
接
触
を
牽
制
し
つ
つ
、
南
北
対
話
の
空
洞

化
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

六

結
語
│
│

四
大
国
保
障
論

へ
の
接
近
と
限
界
│
│

ニ
ク
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン

と
一
九
七
一
年
の
外
交
教
書
に
謳
わ
れ
た
紛
争

局
地
化

と

大
国
間
の
協
調

と
い
う
構
図

が
、
典
型
的
に
試
さ
れ
た
の
は
軍
事
停
戦
体
制
で
あ
っ
た
。
米
国
は
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
少
将
の
提
案
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
軍
事
停
戦
体

制
を
南
北
間
に

局
地
化

し
つ
つ
、
軍
事
停
戦
委
員
会
に
復
帰
し
た
中
国
人
民
志
願
軍
代
表
団
と
協
調
し
た
上
で
軍
事
停
戦
を
管

理
す
る
こ
と
を
考
え
た
。
こ
の
提
案
は
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
米
中
関
係
の
展
開
を
考
え
る
と
き
、
あ
る
種
の

通
時
性
を
も
っ
て
い
た
。

ポ
ー
ロ
Ⅱ

で
の
討
議
で
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
周
恩
来
は
、
南
北
間
の
相
互
不
可
侵
の
必
要
性
を
共
有
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し
つ
つ
、
米
中
間
の
協
調
の
上
で

朝
鮮
半
島
の
公
認
さ
れ
た
平
和
的
地
位

に
つ
い
て
暗
黙
の
了
解
を
得
た
。
こ
れ
は
国
連
軍
司

令
部
の
解
体
を
不
可
避
と
す
る
が
、
周
恩
来
は
そ
の
過
程
で
中
国
の
関
与
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
を
優
先
し
た
。
し
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
起
草
作
業
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
周
恩
来
は
、

U
N
C
U
R
K

解
体
に
同
意
し
な
が
ら
も
、
国
連
軍
司
令

部
に
つ
い
て
は
当
面
温
存
す
る
こ
と
で
暗
黙
の
了
解
を
交
わ
し
た
。
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
紛
争

局
地
化

が
、
韓
国
の
安
全
保
障

と
統
一
問
題
の
た
め
に
存
在
す
る
国
連
の
権
能
を

奪
す
る
側
面
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
韓
国
だ
け
で
は
な
く
、
米

中
両
国
が
国
連
軍
司
令
部
を
当
面
温
存
す
る
方
針
を
下
し
た
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
紛
争

局
地
化

の
限
界

を
示
し
て
い
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
と
関
連
し
て
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
後
、
北
朝
鮮
も
従
来
の

南
朝
鮮
革
命
論

を
一
旦
留
保
し
て
、
朴
正
煕
政
権
と
の
対

話
に
着
手
し
た
が
、
そ
の
間
も
米
国
と
の
接
触
の
可
能
性
を
放
棄
し
な
か
っ
た
。

ポ
ー
ロ
Ⅱ

で
の
討
議
で
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が

明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
を
遡
る
一
九
七
一
年
一
月
、
北
朝
鮮
が
米
国
に
接
触
を
試
み
て
い
た
が
、
そ
の
後
ニ

ク
ソ
ン
が
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
和
平
の
た
め
に
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
の
二
国
間
の
秘
密
交
渉
を
重
ね
て
い
た
こ
と
か
ら
示
唆
を
受
け
、
板
門
店

を
舞
台
に
対
米
接
触
を
試
み
て
い
た
。
そ
れ
は

プ
エ
ブ
ロ
号
事
件

の
事
後
処
理
の
よ
う
な
一
過
性
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
金

日
成
は
後
に
、

米
国
務
省
の
あ
る
高
位
官
吏

の
発
言
と
し
て
、
米
国
は

あ
ら
ゆ
る
国
家

と
の
関
係
改
善
を
目
指
す
と
し
た

ロ
ジ
ャ
ー
ズ
国
務
長
官
の
発
言
を
取
り
上
げ
、

米
帝
国
主
義
者
ら
と
対
話
を
し
た
こ
と
も
な
く
、
彼
ら
に
秋
波
を
送
っ
た
こ
と
も

な
い

）

と
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
事
実
に
反
し
て
い
た
。
ま
た
金
日
成
は
、
朴
正
煕
に
南
北
平
和
協
定
の
締
結
を
求
め
て
い

た
が
、

上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

が
国
連
軍
司
令
部
へ
の
言
及
を
避
け
る
中
、
北
朝
鮮
は
依
然
と
し
て
そ
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
点
で
米
国
、
韓
国
、
中
国
が
国
連
軍
司
令
部
を
当
面
温
存
す
る
こ
と
を
考
え
る
中
、
北
朝
鮮
だ
け
が
独
り
早

急
な
国
連
軍
司
令
部
の
解
体
を
望
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
以
降
の
米
中
協
議
が
国
連
軍
司
令
部
を
解
体
に
導
く
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
、
北
朝
鮮
に
は
対
米
関
係
で
こ
の
問
題
を
提
起
す
る
余
地
は
残
さ
れ
て
い
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ニ
ク
ソ
ン
政
権
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の
紛
争

局
地
化

の
試
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
北
朝
鮮
の
対
米
接
触
を
断
念
さ
せ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
構
図
は
同
時
に
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
以
降
の
多
国
間
協
議
論
の
限
界
を
示
し
て
い
た
。
本
来
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代

に
か
け
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
を
範
と
す
る
多
国
間
協
議
を
提
案
し
、
南
北
間
の
平
和
体
制
樹
立
を
訴
え
て
い
た
の
は
北
朝
鮮
で
あ
り
、

韓
国
は
そ
れ
を
拒
絶
し
続
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
を
前
後
し
て
、
韓
国
は
、

力
の
真
空
状
態

に
乗
じ
て

北
朝
鮮
が
対
南
武
力
行
使
を
抑
制
す
る
た
め
、

非
敵
性
共
産
圏

の
概
念
を
拡
大
し
て
中
ソ
両
国
へ
の
接
触
を
試
み
て
い
た
。
確

か
に
、
こ
れ
が
金
大
中
の

四
大
国
保
障
論

の
よ
う
な
秩
序
形
成
を
意
識
し
て
い
た
と
は
い
い
難
い
。
朴
正
煕
は
七
二
年
の
年
頭

記
者
会
見
で
も

四
大
国
保
障
論

に
つ
い
て
、
改
め
て

極
め
て
危
険
な
考
え
方

と
批
判
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の

韓
国
は
、
大
国
に
よ
る
南
北
間
の
合
意
を
大
国
が
保
障
す
る
こ
と
に
無
関
心
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
李
厚
洛
は

国
家
非

常
事
態
宣
言

の
直
前
、
来
る
べ
き

よ
り
高
位
の
会
談

で
南
北
間
の
武
力
不
行
使
を
約
束
し
、
そ
れ
を
大
国
が
保
障
す
る
案
を

ハ
ビ
ブ
に
伝
え
て
い
た
。
当
時
の
韓
国
は
、
か
つ
て
朴
正
煕
が
批
判
し
た

四
大
国
保
障
論

に
徐
々
に
接
近
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い

っ
て
よ
い
。
も
と
よ
り
、
李
厚
洛
の
い
う
南
北
間
の
不
可
侵
の
誓
約
は
、
国
連
軍
司
令
部
の
解
体
、
在
韓
米
軍
の
撤
収
を
も
た
ら
さ

な
い
限
り
に
お
い
て
有
効
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
限
界
を
知
悉
し
つ
つ
も
、
す
で
に
北
朝
鮮
の
対
米
接
触
の
試
み
を
周
知
さ
れ
て
い

た
韓
国
は
、
北
朝
鮮
を
南
北
対
話
に
従
事
さ
せ
る
た
め
、
北
朝
鮮
の
対
米
接
触
を
牽
制
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

上
海
コ
ミ
ュ
ニ

ケ

発
表
後
、
韓
国
が
フ
ラ
ン
ス
を
介
し
て
対
中
ソ
関
係
の
改
善
を
考
え
た
と
き
、
最
も
懸
念
し
た
の
も
米
朝
間
の
接
触
の
可
能
性

で
あ
っ
た
。
韓
国
は
こ
の
時
期
、
南
北
対
話
を
進
め
る
一
方
、
北
朝
鮮
の
対
米
接
触
を
牽
制
し
つ
つ
、
迂
回
的
に
対
中
ソ
関
係
を
通

じ
て
北
朝
鮮
の
対
南
武
力
行
使
を
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

金
日
成
の
発
言
を
み
て
も
、
北
朝
鮮
の
対
南
政
策
が
韓
国
の
試
み
と
接
点
を
も
っ
て
い
た
と
は
い
い
難
い
。
金
日
成
が
国
連
軍
司

令
部
の
解
体
を
執
拗
に
求
め
て
い
た
状
況
で
、
北
朝
鮮
が
国
連
軍
司
令
部
を
温
存
し
た
ま
ま
、
南
北
間
の
不
可
侵
を
誓
約
し
、
そ
れ

を
大
国
が
保
障
す
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
と
も
考
え
に
く
か
っ
た
。
事
実
、
後
に
金
日
成
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
と
同
様
の
多
国
間
協
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議
に
つ
い
て
、

朝
鮮
問
題
を
そ
う
し
た
方
法
で
扱
う
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す

）

と
述
べ
て
い
た
。
し
か
も
、
北
朝
鮮
が
こ
の
時

期
、
米
国
と
の
直
接
協
議
の
余
地
を
残
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
南
北
対
話
が
停
滞
す
れ
ば
、
北
朝
鮮
が
国
連
軍
司
令
部
解
体
、

在
韓
米
軍
撤
収
の
た
め
、
米
国
と
の
直
接
協
議
を
模
索
す
る
外
交
的
余
地
は
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
韓
国
が
そ
れ
ま
で
拒
絶

し
た
多
国
間
協
議
に
接
近
し
、
本
来
そ
れ
を
提
唱
し
て
い
た
北
朝
鮮
が
関
心
を
失
っ
て
い
っ
た
の
は
逆
説
と
い
う
他
な
い
。

や
が
て
、
李
厚
洛
の
い
う

よ
り
高
位
の
会
談

を
経
て
、
南
北
対
話
は

自
主
・
平
和
・
民
族
大
団
結

を
謳
う

七
・
四
南

北
共
同
声
明

を
生
む
が
、
右
に
述
べ
た
争
点
を
め
ぐ
り
停
滞
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
朴
正
煕
は
一
九
七
三
年

六
月
二
三
日
、

平
和
統
一
外
交
宣
言

を
発
表
し
、

統
一
へ
の
障
害
に
な
ら
な
い
と
い
う
前
提

で
南
北
国
連
同
時
加
盟
に

反

対
し
な
い

と
述
べ
た
上
で
、

全
て
の
国
家
に
門
戸
を
開
放

し
、

理
念
や
体
制
を
異
に
す
る
諸
国

に
も
門
戸
開
放
を
求
め
た

）
。

他
方
、
北
朝
鮮
も
南
北
対
話
の
決
裂
後
、
最
高
人
民
会
議
が
米
議
会
に
書
簡
を
送
り
、
韓
国
だ
け
で
は
な
く
中
国
も
排
除
し
て
米
朝

間
の
平
和
協
定
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
縷
説
の
通
り
、
韓
国
と
北
朝
鮮
は
異
な
る
動
機
か
ら
、
軍
事
境
界
線
を
挟
ん
で

敵
対
す
る
勢
力
と
の
関
係
改
善
を
模
索
す
る
構
図
は
、

七
・
四
南
北
共
同
声
明

以
前
に
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
同

時
に
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
試
み
た
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
紛
争

局
地
化

と
米
中
両
国
が
共
同
で
試
み
た

大
国
間
の
協
調

を
共

に
動
揺
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
1
）

こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
拙
稿

韓
国
の
国
防
産
業
育
成
と
日
米
韓
関
係
│
│

韓
国
条
項

後
の
安
全
保
障

関
係
の
再
調
整

小
此
木
政
夫
・
張
達
重
編

戦
後
日
韓
関
係
の
展
開

、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
以
下
、

N
S
D
M‐
48
か
ら
の
引
用
は
、
以
下
の
文
献
に
よ
る
。N

atio
n
al

S
ec

u
rity

D
ecisio

n
M
e
m
ora

n
d
u
m
4
8,

W
as
hin

gto
n,

M
arc

h2
0,

1
9
7
0,"

(
H
ereafter

Cite
d

as
),

W
as
hin

gto
n

D
C:

U
nite

d
States

G
o
v
er
n
m
e
nt

P
rintin

g
O
ffice,

2
010,

p
p.

14
8
1
5
0.
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（
2
）

新
年
辞
（
一
九
七
一
年
一
月
一
日
）

朴
正
煕
大
統
領
演
説
文
集
（
第
八
輯
）

ソ
ウ
ル
、
大
統
領
秘
書
室
、
発
行
年
不
詳
、
一
八

頁
（
韓
国
語
）。

（
3
）

ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
以
降
、
北
朝
鮮
が
強
い
ら
れ
た
革
命
路
線
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

韓
国
第
七
代
大
統
領
選
挙

安
保
論

争

と
北
朝
鮮
│
│

ニ
ク
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン

認
識
と
多
国
間
協
議
論
（
四
・
完
）

防
衛
大
学
校
紀
要
（
社
会
科
学
分
冊
）

第

一
〇
一
輯
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）

朝
鮮
軍
事
停
戦
委
員
会
朝
中
方
新
任
命
的
中
国
人
民
志
愿
軍
委
員
│
│
何
渠
若
同
志
拝
会
朝
中
方
面
韓
瀅
玉
少
將

人
民
日
報

一
九
七
一
年
六
月
一
九
日
。
本
稿
は
、
拙
稿

米
中
接
近
と
韓
国
│
│

大
国
間
の
協
調

と
軍
事
停
戦
体
制

増
田
弘
編

ニ
ク
ソ
ン

訪
中
と
冷
戦
構
造
の
変
容
│
│
米
中
接
近
の
衝
撃
と
周
辺
諸
国

、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、

新
た
に
公
開
さ
れ
た
資
料
を
検
討
し
つ
つ
、
軍
事
停
戦
体
制
の
運
用
と
米
中
両
国
の
認
識
を
中
心
に
記
述
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
5
）

安
保
論
争

に
つ
い
て
は
、
拙
稿

金
大
中

四
大
国
保
障
論

の
生
成
と
展
開
│
│
韓
国
第
七
代
大
統
領
選
挙

安
保
論
争

の
断
面

鐸
木
昌
之
・
平
岩
俊
司
・
倉
田
秀
也
編

朝
鮮
半
島
と
国
際
政
治
│
│
冷
戦
の
展
開
と
変
容

、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

〇
〇
五
年
、
お
よ
び
、
拙
稿

安
保
論
争

と
朴
正
煕
の

四
大
国
保
障
論

批
判
│
│

大
国
間
の
協
調

認
識
の
相
剋

慶
應
義

塾
大
学
法
学
部
編

慶
應
義
塾
創
設
一
五
〇
年
記
念
論
文
集
│
│
慶
應
の
政
治
学
・
国
際
政
治

、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八

年
を
参
照
。

（
6
）

M
e
m
co

n,
K
issin

g
er

a
n
d
Z
h
o
u,

K
orea,

Ja
p
a
n,

S
o
uth

A
sia,

S
o
viet

U
nio

n,
A
r
m
s
C
o
ntrol,'

2
2

O
cto

b
er19

71,

4:1
5
8:2

8
p.

m."
‹
http://

w
w
w.

g
w
u.
e
d
u/~

n
sarc

hiv/
N
S
A
E
B
B/

N
S
A
E
B
B7
0/

d
oc13.

p
df›,

p.9

（
邦
訳
、

文
書
一
〇

第

四
回
周
恩
来
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
会
談
、
一
九
七
一
年
一
〇
月
二
二
日

毛
里
和
子
・
増
田
弘
監
訳

周
恩
来
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
機
密

会
談
録

、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
一
八
五
頁
）

．

以
下
、
第
四
回
周
恩
来
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
会
談
録
か
ら
の
引
用
は
、
こ
の
邦
訳

文
に
よ
る
。

（
7
）

洪
錫
律

一
九
七
〇
年
代
前
半
の
北
米
関
係
│
│
南
北
対
話
、
米
中
関
係
改
善
と
の
連
関
下
で

国
際
政
治
論
叢

第
四
四
輯
二

号
（
二
〇
〇
四
年
）、
三
四
頁
（
韓
国
語
）。
一
九
七
〇
年
一
〇
月
に
も
、
ア
メ
リ
カ
共
産
党
全
国
委
員
会
委
員
長
の
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン

（H
e
n
r
y

M.
W
in
sto

n

）
を
団
長
と
す
る
代
表
団
が
訪
朝
し
て
い
た
（

朝
鮮
中
央
年
鑑

一
九
七
二

平
壌
、
朝
鮮
通
信
社
、
一
九
七

二
年
、
五
〇
〇
頁
〈
朝
鮮
語
〉）。
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（
8
）

米
合
衆
国
国
会
に
送
る
書
簡

民
主
朝
鮮

一
九
七
四
年
三
月
二
六
日
（
朝
鮮
語
）。

（
9
）

李
養
鎬
（
研
究
執
筆
責
任
）

軍
事
停
戦
委
員
会
本
会
議
録
分
析

ソ
ウ
ル
、
国
土
統
一
院
調
査
研
究
室
、
発
行
年
不
詳
、
二
〇
七

頁
（
韓
国
語
）。

（
10
）

第
三
一
七
次
、
一
九
七
一
・
六
・
二

軍
事
停
戦
委
員
会
本
会
議
録
、
三
一
二
～
三
二
〇
次

（
分
類
番
号
七
二
九
・
五
二
一
、

登
録
番
号
四
三
五
六
）
所
収
（
韓
国
語
）。

（
11
）[

C
o
nfid

e
ntial]

M
e
m
ora

n
d
u
m,

T
h
e

U
nite

d
States

a
n
d
th

e
U
nite

d
N
atio

n
s
in

K
ore

a,'
[
P
art2

of2],"(
h
ere‑

after
cite

d
as

),
J
uly1

2,
2
0
1
0,

W
o
o
dro

w
W
ilso

n
Inter

n
a‑

tio
n
al

C
e
nter

for
S
c
h
olars,

W
as
hin

gto
n,

D
C,

O
r
g
a
nize

d
b
y
th

e
N
orth

K
orea

Inter
n
atio

n
al

D
oc

u
m
e
ntatio

n

P
roject

a
n
d
th

e
U
niv

ersity
of

N
orth

K
ore

a
n
Stu

dies,
p
p.
4
3
3
43
8.

（
12
）

前
掲
拙
稿
、

安
保
論
争

と
朴
正
煕
の

四
大
国
保
障
論

批
判

、
一
三
四
頁
。

（
13
）

国
連
軍
側
の

D
M
Z平
和
維
持
方
案
、
一
九
七
一
・
六
・
一
二
・
軍
停
委
第
三
一
七
次
本
会
議

前
掲
、

軍
事
停
戦
委
員
会
本
会

議
録
、
三
一
二
～
三
二
〇
次

所
収
（
韓
国
語
）。Se

e
also,

Ja
m
es

M.
H.

L
e
e,

T
h
e
K
ore

a
n
A
r
m
istice

a
n
d
N
orth

S
o
uth

D
ialo

g
u
e,"

,
S
u
m
m
er,

2
0
0
1,

p.1
2.

（
14
）

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
外
務
省
代
弁
人
声
明

労
働
新
聞

一
九
七
一
年
六
月
一
八
日
（
朝
鮮
語
）。

（
15
）

国
連
首
席
を
韓
国
人
に
│
│
現
代
表
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
少
将
主
張
（
ソ
ウ
ル
四
日
、

A
P=
同
和
）

一
九
七
一
年
七
月
五
日
（
韓
国

語
）。
以
下
、
こ
の
会
見
か
ら
の
引
用
は
こ
の
文
献
に
よ
る
。
な
お
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
後
の
離
韓
に
際
し
、

板
門
店
に
お
け
る
米
国
の
関

与
を
低
め
る
た
め
の
段
階
的
計
画
を
も
っ
て
い
る

と
発
言
し
、
そ
れ
が
軍
事
停
戦
委
員
会
で
公
式
に
提
案
し
た
共
同
警
備
区
域
の
警
備

兵
の
削
減
（
第
二
段
階
）、
非
武
装
地
帯
の
非
武
装
化
（
第
三
段
階
）
か
ら
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

ロ
ジ
ャ

ー
ズ
五
項
目
計
画

、
前
掲

軍
事
停
戦
委
員
会
本
会
議
録
、
三
一
二
～
三
二
〇
次

、
所
収
（
韓
国
語
）。
お
よ
び
、
拙
稿

朝
鮮
半
島

平
和
体
制
樹
立
問
題
と
米
国
│
│
多
国
間
協
議
の
規
範
と
関
与

山
本
吉
宣
編

ア
ジ
ア
太
平
洋
の
安
全
保
障
と
ア
メ
リ
カ

、
彩
流
社
、

二
〇
〇
五
年
、
一
五
四
～
一
五
五
頁
。
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
第
四
段
階
、
第
五
段
階
の
内
容
に
つ
い
て
は
公
表
を
控
え
た
。

（
16
）

李
先
念
李
德
生
同
志
率
我
党
政
代
表
団
至
平
壌

解
放
軍
報

一
九
七
一
年
七
月
一
一
日
。
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（
17
）

朝
鮮
人
民
軍
韓
瀅
玉
同
志
所
属
部
隊
挙
行
集
会

解
放
軍
報

一
九
七
一
年
七
月
一
六
日
。

（
18
）Ji

m
F
re
ela

n
d,

P
ostin

g
R
o
a
d

M
a
p'

for
L
ess

T
e
n
sio

n
at

P
a
n
m
u
njo

m,"
,

J
uly2

8,

19
71.

（
19
）

韓
国
日
報

一
九
七
一
年
七
月
七
日
（
韓
国
語
）。

（
20
）

朝
鮮
日
報

一
九
七
一
年
七
月
七
日
（
韓
国
語
）。
な
お
韓
国
外
務
部
で
は
、
そ
の
直
後
の
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
公
告
を
受
け
、
軍
事
停

戦
委
員
会
で
国
連
軍
側
首
席
代
表
は

い
ず
れ
わ
れ
わ
れ
が
務
め
る

と
し
、
そ
れ
を

停
戦
委
（
員
会
）
の
韓
国
化

（
括
弧
内
は
引

用
者
）
と
す
る
見
解
も
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

韓
国
の

自
主
国
防
論

と
多
国
間
協
議
論
│
│
同
盟
理
論
と
相
関
関

係
に
関
す
る
解
釈
的
検
討

国
際
安
全
保
障
学
会
編

国
際
安
全
保
障

第
三
三
巻
第
四
号
（
二
〇
〇
六
年
三
月
）、
六
四
頁
。

（
21
）

韓
国
人
軍
停
委
首
席
代
表
任
命
問
題

軍
事
停
戦
委
員
会
韓
国
人
首
席
代
表
任
命
問
題
、
一
九
七
一
～
七
二

（
分
類
番
号
七
二

九
・
五
、
登
録
番
号
五
一
七
七
）
所
収
（
韓
国
語
）。

（
22
）

ソ
ウ
ル
新
聞
社
編
著

駐
韓
美
軍
三
〇
年

ソ
ウ
ル
、
杏
林
出
版
社
、
一
九
七
九
年
、
三
七
三
～
三
七
四
頁
（
韓
国
語
）。

（
23
）

T
ele

g
ra

m
fro

m
th

e
E
m
b
ass

y
in

K
ore

a
to

th
e
D
e
p
art

m
e
nt

of
State,

S
e
o
ul,

F
e
br

u
ar
y2,

1
9
71,

0
8
1
5

Z,"

,
p
p.2
2
4
22
6.

（
24
）

U.
S.

W
ill

K
e
e
p
M
A
C
T
o
p
Jo

b,"
,

J
uly2

5,
1
9
7
1.

（
25
）

確
か
に
そ
れ
以
前
、
軍
事
停
戦
委
員
会
に
中
国
人
民
志
願
軍
代
表
団
が
復
帰
し
た
後
、
第
三
一
八
次
軍
事
停
戦
委
員
会
本
会
議
（
一

九
七
一
年
七
月
九
日
）
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
何
渠
若
は
階
級
章
を
付
け
て
い
な
か
っ
た
た
め
参
加
資
格
は
な
い
と
さ

れ
、
実
質
的
討
議
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
（Se

e,
First

A
p
p
eara

n
ce

Sin
ce'6

6:
C
hin

ese
R
etu

r
n
to

M
A
C

M
e
etin

g
s,"

‑

,
J
uly11,

1
97
1.

李
養
鎬
、
前
掲
書
、
二
一
三
頁
）。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
何
渠
若
が
外
交
部
所
属
の
文
官
で
あ

っ
た
と
の
指
摘
（

朝
鮮
日
報

一
九
七
一
年
七
月
一
〇
日
〈
韓
国
語
〉）
も
あ
っ
た
が
、
何
渠
若
の
死
去
に
際
し
て
経
歴
を
紹
介
し
た

解
放
軍
報

報
道
に
も
、
そ
の
よ
う
な
記
述
は
な
い
（

何
渠
若
同
志
追
悼
会
在
沈
陽
挙
行

解
放
軍
報

一
九
七
三
年
九
月
一
七
日
）。

何
渠
若
が
階
級
章
を
着
け
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
文
化
大
革
命
中
の
階
級
制
度
廃
止
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。

（
26
）

第
三
一
七
次
、
一
九
七
一
・
七
・
二
九

前
掲
、

軍
事
停
戦
委
員
会
本
会
議
録
、
三
一
二
～
三
二
〇
次

所
収
（
韓
国
語
）。

朝

中
方
面
首
席
委
員
向
敵
方
提
出
七
点
強
烈
要
求

解
放
軍
報

一
九
七
一
年
七
月
三
一
日
。
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（
27
）

金
党
首
権
限
代
行
記
者
会
見

民
主
前
線

一
九
七
一
年
六
月
一
五
日
（
韓
国
語
）。

（
28
）

第
七
代
大
統
領
就
任
辞
（
一
九
七
一
年
七
月
一
日
）

前
掲
、

朴
正
煕
大
統
領
演
説
文
集
（
第
八
輯
）
、
三
七
二
頁
（
韓
国
語
）。

（
29
）

拙
稿

朴
正
煕
政
権
期
韓
国
の

自
立

と
正
統
性
問
題
│
│

善
意
の
競
争

提
案
と

国
民
総
和

概
念

岡
部
達
味
編

ア

ジ
ア
政
治
の
未
来
と
日
本

、
勁
草
書
房
、
一
九
九
五
年
、
九
一
頁
を
参
照
。

（
30
）

一
九
七
一
年
度
国
防
大
学
院
卒
業
式
お
よ
び
第
一
六
期
合
同
参
謀
大
学
卒
業
式
諭
旨
（
一
九
七
一
年
七
月
二
〇
日
）

前
掲
、

朴

正
煕
大
統
領
演
説
文
集
（
第
八
輯
）
、
三
八
一
頁
（
韓
国
語
）。

（
31
）[

S
ecret]

T
ele

g
ra

m,
D
e
p
art

m
e
nt

of
State

to
A
m
erica

n
E
m
b
ass

y
S
e
o
ul(

State1
31
8
3
8),

K
ore

a
n
A
m
b
assa

d
or

K
i
m'
s
C
all

o
n
S
ecretar

y
re

P
resid

e
nt'

s
A
n
n
o
u
n
ce

m
e
nt

of
P
e
kin

g
V
isit',"

‑

,
,

p
p.
4
6
9
47
0.

（
32
）

中
国
代
表
権
問
題
│
│
そ
の
間
の
推
移
と
わ
が
国
の
立
場
、
一
九
七
一
年
六
月
、
外
務
部

中
国
（
旧
中
共
）
の
国
連
加
盟
（
中

国
代
表
権
問
題
）
一
九
七
一
・
一
〇
・
二
五
・
全
五
巻

V・
二
・
一
九
七
一
・
六
│
九

（
分
類
番
号
七
三
一
・
二
一

C
P、
登
録
番
号

四
三
八
〇
）
所
収
、
一
三
頁
（
韓
国
語
）。

（
33
）

米
帝
に
反
対
す
る
ア
ジ
ア
の
革
命
的
人
民
ら
の
共
同
闘
争
は
必
ず
勝
利
す
る
で
あ
ろ
う
│
│
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
家
元
首
で
あ
り
カ
ン

ボ
ジ
ア
民
主
前
線
委
員
長
で
あ
る
ノ
ロ
ド
ム
・
シ
ア
ヌ
ー
ク
親
王
を
歓
迎
す
る
平
壌
市
群
集
大
会
で
行
っ
た
演
説
（
一
九
七
一
年
八
月
六

日
）

金
日
成
全
集
（
四
七
）

平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
一
二
二
頁
（
朝
鮮
語
）。

（
34
）

M
e
m
ora

n
d
u
m
fro

m
S
ecretar

y
of

D
efe

n
se

L
aird

to
P
resid

e
nt

N
ix
o
n,

W
as
hin

gto
n,

J
uly1

9,
1
9
71,"

‑

,
p.
2
6
0.

（
35
）

第
七
七
回
国
会
会
議
録
第
七
号
（
一
九
七
一
年
八
月
七
日
）

ソ
ウ
ル
、
大
韓
民
国
国
会
事
務
処
、
一
九
七
一
年
、
一
四
九
頁
（
韓

国
語
）。
以
下
、
第
八
代
国
会
第
七
七
回
本
会
議
か
ら
の
引
用
は
こ
の
文
献
に
よ
る
。

（
36
）

人
道
的
南
北
会
談
を
提
案
す
る
大
韓
赤
十
字
社
総
裁
声
明
書

南
北
対
話
史
料
集
（
第
二
巻
）

ソ
ウ
ル
、
国
土
統
一
院
、
発
行

年
不
詳
、
三
七
頁
（
韓
国
語
）。

（
37
）

金
溶
植

希
望
と
挑
戦
│
│
金
溶
植
外
交
回
顧
録

ソ
ウ
ル
、
東
亜
日
報
社
、
一
九
八
七
年
、
二
二
一
頁
（
韓
国
語
）。

（
38
）

大
韓
赤
十
字
社
の
家
族
捜
し
運
動
提
起
に
関
す
る
国
内
外
反
響
（
一
次
報
告
）

南
北
赤
十
字
会
談
予
備
会
談
、
第
一
│
一
〇

米中接近と朝鮮戦争軍事停戦体制

411



次
・
板
門
店
、
一
九
七
一
・
九
・
二
〇
│
一
一
・
二
四
・
全
二
巻
（
Ⅴ
・
1
基
本
文
書
綴
）
（
分
類
番
号
七
二
六
・
三
三
、
登
録
番
号
四

二
九
〇
）
所
収
（
韓
国
語
）。

（
39
）

第
二
六
周
年

光
復
節

慶
祝
辞
（
一
九
七
一
年
八
月
一
五
日
）

前
掲
、

朴
正
煕
大
統
領
演
説
文
集
（
第
八
輯
）
、
四
一
五
頁

（
韓
国
語
）。
以
下
、
朴
正
煕
に
よ
る
一
九
七
一
年
の
光
復
節
演
説
か
ら
の
引
用
は
こ
の
文
献
に
よ
る
。

（
40
）[

S
ecret]

T
ele

g
ra

m,
A
m
erica

n
E
m
b
ass

y
M
osco

w
to

S
ecretar

y
of

State(
M
osco

w
08
1
76),

R
O
K

C
o
ntacts

w
ith

S
o
viets',"

,
,

p.
6
00.

（
41
）

T
ele

g
ra

m
fro

m
th

e
D
e
p
art

m
e
nt

of
State

to
th

e
E
m
b
ass

y
in

K
ore

a
W
as
hin

gto
n,

S
e
pte

m
b
er23,

1
97
1,

W
as
h‑

in
gto

n,
S
e
pte

m
b
er2

3,
1
9
7
1,

0
00
5

Z,"
,

p
p.27

9
2
80.

（
42
）[

S
ecret]

T
ele

g
ra

m,
D
e
p
art

m
e
nt

of
State

to
A
m
erica

n
E
m
b
ass

y
S
e
o
ul

a
n
d

A
m
erica

n
E
m
b
ass

y
M
osco

w

(
State2

01
37),

R
O
K

C
o
ntacts

w
ith

S
o
viets',"

,
,

p.6
0
7.

（
43
）S

e
e,

H
e
n
r
y

A.
K
issin

g
er,

,
B
osto

n:
Little

B
ro

w
n,
19
7
9,

p.
7
8
6

（
桃
井
眞
監
修
／
斎
藤
彌
三

郎
・
小
林
正
文
・
大
朏
人
一
・
鈴
木
康
雄
訳

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
秘
録
③
北
京
に
飛
ぶ

、
小
学
館
、
一
九
八
〇
年
、
二
四
〇
頁
）

．

周

首
相
と
の
会
見
詳
報

朝
日
新
聞

一
九
七
一
年
一
一
月
六
日
。
お
よ
び

周
恩
来
語
録

、
秋
元
書
房
、
一
九
七
二
年
、
一
六
四
頁
。

（
44
）

M
e
m
co

n,
K
issin

g
er

a
n
d

Z
h
o
u,
1
0

J
uly1

97
1,

A
fter

n
o
o
n(12:1

0
p.

m.
6:0

0
p.

m.),
T
o
p

S
ecret/

S
e
n
sitiv

e/
E
x
clu

siv
ely

E
y
es

O
nly,

w
ith

C
o
v
er

M
e
m
o

b
y

L
ord,

6
A
u
g
u
st
19
7
1,"

‹
http://

w
w
w.

g
w
u.
e
d
u/~

n
sarc

hiv/
N
S
A
E
B
B/

N
S
A
E
B
B6
6/

c
h
3
5.

p
df›.

p.
24

（
邦
訳
、

文
書
二

第
二
回
周
恩
来
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
会
談
、
一
九
七
一
年
七
月
一

一
日

毛
里
・
増
田
監
訳
、
前
掲
書
、
六
三
頁．

こ
の
詳
細
は
、
前
掲
拙
稿

韓
国
第
七
代
大
統
領
選
挙

安
保
論
争

と
北
朝
鮮

（
四
・
完
）

を
参
照
。

（
45
）

A
n
alytical

S
u
m
m
ar
y
of

N
S
S
M14

1
Stu

d
y:

I
m
plicatio

n
s
for

U.
S.

P
olic

y
of

th
e
P
articip

atio
n
of

th
e
P
e
o
ple'

s

R
e
p
u
blic

of
C
hin

a
in

M
ultilateral

D
iplo

m
ac

y,
D
ece

m
b
er

6,
19
7
1
"

‹
http://

n
sarc

hiv
e.
c
h
a
d
w
y
c
k.
co

m/
n
sa/

d
oc

u
m
e
nts/

C
H/0
0
2
3
1/

all.
p
df›,

p
p.
9
10.

（
46
）

朝
鮮
労
働
党
と
共
和
国
政
府
の
対
内
外
政
策
の
幾
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
│
│
日
本
《
朝
日
新
聞
》
編
集
局
長
お
よ
び
共
同
通
信
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社
記
者
と
行
っ
た
談
話
（
一
九
七
一
年
九
月
二
五
日
、
一
〇
月
八
日
）

金
日
成
全
集
（
四
七
）

平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
二
〇

〇
三
年
、
二
四
五
～
二
四
六
頁
（
朝
鮮
語
）。

（
47
）

First
U.

S.
D
raft,

1
0/2

2
8:0

0
P.

M.
D
raft

Joint
C
o
m
m
u
niq

u
e,

H
A
K

V
isit

to
P
R
C

M
o
m
co

n
s

O
rigin

al,
O
cto‑

b
er19

7
1,"

T
h
e
N
ix
o
n
A
d
m
inistratio

n
a
n
d
F
oreig

n
A
ffairs,

1
96
9
1
9
74,

P
art2:

N
atio

n
al

S
ec

u
rity

Files,
S
ectio

n

1:
F
or

th
e

P
resid

e
nt'

s
Files,

C
hin

a
a
n
d

V
ietn

a
m

N
e
g
otiatio

n
s[

M
icrofor

m]
(

H
ere

after
Cite

d
as

N
S
C

File),
W
o
o
d
brid

g
e:

P
ri
m
ar
y
S
o
u
rce

M
e
dia,

2
00
9.

（
48
）

魏
史
言

基
辛
格
第
二
次
訪
華

外
交
部
外
交
史
研
究
室
編

新
中
国
外
交
風
雲
（
第
三
輯
）

北
京
、
世
界
知
識
出
版
社
、
一
九

九
四
年
、
六
七
頁
。

（
49
）

First
C
hin

ese
D
raft,

1
0/2

4
9:30

P.
M.,

Joint
C
o
m
m
u
niq

u
e(

T
e
ntativ

e
D
raft),"

N
S
C
File.

（
50
）

S
eco

n
d
U.
S.

D
raft,

1
0/2

5
1
0:1

5
A.

M,
D
raft

Joint
C
o
m
m
u
niq

u
e,"

（
51
）

T
hird

U.
S.

D
raft,

1
0/2

5
1
0:0

0
P.

M,
D
raft

Joint
C
o
m
m
u
niq

u
e,"

a
n
d

T
hird

C
hin

ese
D
raft,

10/2
6
4:4

5
A.

M.,
Joint

C
o
m
m
u
niq

u
e(

T
e
ntativ

e
D
raft),"

周
恩
来
は
米
国
が
中
国
の
第
二
次
草
案
か
ら
軍
事
停
戦
に
関
す
る
文
言
を

削
除
し
た
こ
と
を
明
確
に
指
摘
し
て
い
た
。Se

e,
M
e
m
co

n,
K
issin

g
er

a
n
d
Z
h
o
u,

C
o
m
m
u
niq

u
e,'
2
5

O
cto

b
er1

97
1,

9:5
0
1
1:

40
p.

m.,
T
o
p

S
ecret/

S
e
n
sitiv

e/
E
x
clu

siv
ely

E
y
es

O
nly"

‹
http://

w
w
w.

g
w
u.
e
d
u/~

n
sarc

hiv/
N
S
A
E
B
B/

N
S
A
E
B
B7
0/

d
oc18.

p
df›,

p.6

（
邦
訳
、

文
書
一
五

第
九
回
周
恩
来
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
会
談
、
一
九
七
一
年
一
〇
月
二
五
日

毛
里
・
増
田
監
訳
、
前
掲
書
、
二
七
二
頁
）

．

前
掲
拙
稿
、

米
中
接
近
と
韓
国

、
一
七
一
頁
も
参
照
の
こ
と
。

（
52
）

南
朝
鮮
同
胞
兄
弟
姉
妹
諸
政
党
、
社
会
団
体
人
士
に
送
る
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
最
高
人
民
会
議
ア
ピ
ー
ル

労
働
新
聞

一
九
七
一
年
四
月
一
四
日
（
朝
鮮
語
）。

（
53
）

金
一
八
項
目
提
案

は
、
王
泰
平
主
編

中
華
人
民
共
和
国
外
交
史
（
第
三
巻
）

北
京
、
世
界
知
識
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
四

〇
頁
を
参
照
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
周
恩
来
の
間
で

金
一
八
項
目
提
案

が
い
か
に
扱
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
、

米
中

接
近
と
韓
国

、
一
六
六
～
一
六
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
周
恩
来
と
の
会
談
を
終
え
て
ニ
ク
ソ
ン
に
送
っ

た
報
告
書
に
は
、

平
和
統
一
八
項
目
提
案

と

金
一
八
項
目
提
案

を
混
同
し
て
い
た
箇
所
が
あ
る
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
こ
こ
で
、

周
恩
来
は
一
九
七
一
年
四
月
に
北
朝
鮮
が
公
表
し
た
八
項
目
提
案
を
手
渡
し
た

と
記
し
た
上
で
、
そ
の
提
案
が
在
韓
米
軍
の
撤
収
、
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U
N
C
U
R
Kの
解
体
な
ど
を
主
張
し
、
米
国
を

罵
倒
す
る
も
の

で
あ
っ
た
と
報
告
し
て
い
た
。
し
か
し
、

平
和
統
一
八
項
目
提

案

は
対
南
提
案
で
あ
り
、

U
N
C
U
R
Kに
つ
い
て
の
言
及
は
な
く
、

U
N
C
U
R
K解
体
の
主
張
を
盛
り
込
ん
だ
の
は

金
一
八
項

目
提
案

で
あ
っ
た
。Se

e,
M
e
m
ora

n
d
u
m
fro

m
P
resid

e
nt'

s
A
ssista

nt
for

N
atio

n
al

S
ecretar

y
A
ffairs(

K
issin

g
er)

to
P
resid

e
nt

N
ix
o
n,

W
as
hin

gto
n,

N
o
v
e
m
b
er1

9
71,"

,
W
as
hin

gto
n
D
C:

U
nite

d
States

G
o
v
er
n
m
e
nt

P
rintin

g
O
ffice,

2
00
4,

p.5
46

）．

（
54
）

社
説

中
国
人
民
と
世
界
人
民
の
偉
大
な
る
勝
利

労
働
新
聞

一
九
七
一
年
一
〇
月
二
八
日
（
朝
鮮
語
）。

（
55
）

歴
史
潮
流
不
可
抗
拒
│
│
《
人
民
日
報
》
社
論
（
一
九
七
一
年
一
〇
月
二
八
日
）

歴
史
潮
流
不
可
抗
拒
│
│
我
国
在
聯
合
国
的

一
切
合
法
権
利
勝
利
恢
復

北
京
、
人
民
出
版
社
、
一
九
七
一
年
、
三
一
～
三
三
頁
。

（
56
）

社
説

歴
史
の
流
れ
に
逆
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い

労
働
新
聞

一
九
七
一
年
八
月
八
日
（
朝
鮮
語
）。

（
57
）

中
華
人
民
共
和
国
代
表
団
団
長
喬
冠
華
在
聯
合
国
大
会
上
的
発
言
（
一
九
七
一
年
一
一
月
一
五
日
）

前
掲
、

歴
史
潮
流
不
可
抗

拒

、
九
頁
。

（
58
）K

issin
g
er,

.,
p.
1
0
1
8

（
邦
訳
、
桃
井
眞
監
修
／
斎
藤
彌
三
郎
・
小
林
正
文
・
大
朏
人
一
・
鈴
木
康
雄
訳

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ

ー
秘
録
④
モ
ス
ク
ワ
へ
の
道

、
小
学
館
、
一
九
八
〇
年
、
一
三
〇
頁
）

．

（
59
）

拡
大
パ
リ
会
談
第
一
一
九
回
本
会
議
の
南
ベ
ト
ナ
ム
共
和
臨
時
革
命
政
府
代
表
グ
エ
ン
・
チ
・
ビ
ン
女
史
七
項
目
提
案
演
説
（
一

九
七
一
年
七
月
一
日
、
パ
リ
）

浦
野
起
央
編
著

資
料
体
系
／
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
国
際
関
係
政
治
社
会
史
（
第
二
巻
・
ア
ジ
ア
Ⅳ

e）
、
パ
ピ
ル
ス
出
版
、
二
〇
〇
四
年
、
二
四
一
七
～
二
四
二
〇
頁
。
以
下
、
グ
エ
ン
・
チ
・
ビ
ン
の

七
項
目
提
案

か
ら
の
引
用
は

こ
の
文
献
に
よ
る
。

（
60
）

社
説

南
部
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
問
題
の
正
当
な
解
決
の
た
め
の
合
理
的
提
案

労
働
新
聞

一
九
七
一
年
七
月
六
日（
朝
鮮
語
）。

（
61
）C

ecil
B.

C
u
rre

y,
,

W
as
hin

gto
n

D.
C.:

B
rasse

y'
s1
99
7,

p.
2
85.

（
62
）

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
に
滞
在
し
て
い
る
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
党
お
よ
び
政
府
代
表
団
と
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
党

お
よ
び
政
府
代
表
団
間
に
会
談
が
あ
っ
た

労
働
新
聞

一
九
七
一
年
一
〇
月
二
七
日（
朝
鮮
語
）。

（
63
）

共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

労
働
新
聞

一
九
七
一
年
一
一
月
二
日（
朝
鮮
語
）。
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（
64
）

M
e
m
co

n,
K
issin

g
er

a
n
d
Z
h
o
u,

U
N
a
n
d
In

d
oc

hin
a,
4:42

7:1
7

p.
m.,

T
o
p
S
ecret/

S
e
n
sitiv

e/
E
x
clu

siv
ely

E
y
es

O
nly"

‹
http://

w
w
w.

g
w
u.
e
d
u/~

n
sarc

hiv/
N
S
A
E
B
B/

N
S
A
E
B
B7
0/

d
oc12.

p
df›,

p
p.
1
2
13

（
邦
訳
、

文
書
九

第
三
回
周

恩
来
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
会
談
、
一
九
七
一
年
一
〇
月
二
一
日

毛
里
・
増
田
監
訳
、
前
掲
書
、
一
六
三
～
一
六
四
頁
）

．

（
65
）K

issin
g
er,

.,
p
p.
10
4
3
4
4

（
邦
訳
、
桃
井
眞
監
修
、
前
掲
書
、

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
秘
録
④

、
一
五
七
頁
）

;
L
u
u
V
a
n

L
oi

a
n
d
N
g
u
y
e
n

A
n
h

V
u,

,
H
a
n
oi:

T
h
e
G
i´
i
P
u
blis

h
ers,

1
99
6,

p
p.

20
9
2
1
0.

（
66
）

T
h
e
P
resid

e
nt

N
e
w
s
C
o
nfere

n
ce,

N
o
v
e
m
b
er1

2,
19
7
1
"
‹
http://

w
w
w.
presid

e
n
c
y.
u
csb.

e
d
u/

w
s/?

pid=
32
1
7›.

（
67
）

ベ
ト
ナ
ム
解
放
通
信
の
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
の
一
九
七
一
年
一
一
月
一
二
日
記
者
会
見
に
対
す
る
論
評

浦
野
起
央
編
著

資
料

体
系
／
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
国
際
関
係
政
治
社
会
史
（
第
二
巻
・
ア
ジ
ア
Ⅳ

d）
、
パ
ピ
ル
ス
出
版
、
二
〇
〇
四
年
、
一
九
三
二
頁
。

（
68
）

M
essa

g
e,

H
a
n
oi

P
olitical

B
u
re
a
u
to

V
ietn

a
m
ese

D
ele

g
atio

n
in

P
aris,

N
o
v
e
m
b
er1

7,
1
9
7
1,"

Jeffer
y

K
i
m‑

b
all,

,
L
a
w
re

n
ce:

U
niv

ersity
P
ress

of
K
a
n
sas,

2
0
0
3,

p.1
9
9;

L
u
u
a
n
d
N
g
u
y
e
n,

.,
p.
21
2.

（
69
）

拡
大
パ
リ
会
談
南
ベ
ト
ナ
ム
共
和
臨
時
革
命
政
府
代
表
グ
エ
ン
・
チ
・
ビ
ン
女
史
の
七
項
目
提
案
補
足
発
言
（
要
旨
）、（
一
九
七

一
年
七
月
六
日
）

浦
野
起
央
編
著
、
前
掲
書
、

資
料
体
系
／
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
国
際
関
係
政
治
社
会
史
（
第
二
巻
・
ア
ジ
ア
Ⅳ

e）
、

二
四
二
一
頁
。

（
70
）

周
恩
来
軍
事
活
動
記
事
（
一
九
一
八
～
一
九
七
五
）・
下
巻

北
京
、
中
央
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
七
四
〇
頁
。

（
71
）C

h
ris

C
o
n
n
olly,

T
h
e
A
m
erica

n
F
actor:

Sin
o

A
m
erica

n
R
a
p
proc

h
e
m
e
nt

a
n
d
C
hin

ese
A
ttitu

d
es

to
th

e
V
i‑

etn
a
m

W
ar,

1
96
8
7
2,"

,
V
ol.5,

N
o.4

(
N
o
v
e
m
b
er20

05),
p.
5
18.

共
同
声
明
は
、

中
国
共
産
党
中
央
委

員
会
、
中
華
人
民
共
和
国
政
府
和
越
南
労
働
党
中
央
委
員
会
、
越
南
民
主
共
和
国
政
府
聯
合
公
報

人
民
日
報

一
九
七
一
年
一
一
月

二
七
日
を
参
照
。

（
72
）Ja

m
es

H.
M
a
n
n,

:
N
e
w

Y
or

k:
A
lfre

d
A.

K
n
o
pf,

T
h
e
N
e
w
P
ress,

1
9
9
8,

p.
39

（
邦
訳
、
鈴
木
主
税
訳

米
中
奔
流

、
共
同
通
信
社
、
一
九
九
九

年
、
六
四
～
六
五
頁
）

.
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（
73
）B

er
n
d
S
c
h
a
efer,

"

,
W
as
hin

gto
n,

D.
C.:

W
o
o
dro

w
W
ilso

n
Inter

n
atio

n
al

C
e
nter

for
S
c
h
olars,

O
cto

b
er2

0
0
4,

p
p.
3
5
3
6.

（
74
）

中
共
中
央
文
献
室
編

周
恩
来
年
譜
（
下
巻
）

北
京
、
中
央
文
献
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
四
九
三
頁
。

（
75
）

国
家
非
常
事
態
宣
言
（
一
九
七
一
年
一
二
月
六
日
）

前
掲
、

朴
正
煕
大
統
領
演
説
文
集
（
第
八
輯
）
、
四
九
八
頁
（
韓
国
語
）。

（
76
）

年
頭
記
者
会
見
（
一
九
七
二
年
一
月
一
一
日
）

朴
正
煕
大
統
領
演
説
文
集
（
第
九
輯
）

ソ
ウ
ル
、
大
統
領
秘
書
室
、
発
行
年
不

詳
、
四
五
頁
（
韓
国
語
）。
以
下
、
朴
正
煕
に
よ
る
一
九
七
二
年
の
年
頭
記
者
会
見
か
ら
の
引
用
は
こ
の
文
献
に
よ
る
。

（
77
）

国
家
非
常
事
態
宣
言
に
際
し
て
の
特
別
談
話
文
（
一
九
七
一
年
一
二
月
六
日
）
、
前
掲
、

朴
正
煕
大
統
領
演
説
文
集
（
第
八
輯
）
、

五
〇
〇
頁
（
韓
国
語
）。
以
下
、
こ
の
特
別
談
話
文
か
ら
の
引
用
は
こ
の
文
献
に
よ
る
。

（
78
）

新
年
辞
（
一
九
七
二
年
一
月
一
日
）

前
掲
、

朴
正
煕
大
統
領
演
説
文
集
（
第
九
輯
）
、
一
三
頁
（
韓
国
語
）。

（
79
）

康
仁
徳
・
宋
鍾
奐
他
、

南
北
会
談
│
│
七
・
四
か
ら
六
・
一
五
ま
で

ソ
ウ
ル
、
極
東
問
題
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
、
一
五
一
頁

（
韓
国
語
）。
お
よ
び
、
金
志
炯

デ
タ
ン
ト
と
南
北
関
係

ソ
ウ
ル
、
先
人
、
二
〇
〇
八
年
、
一
五
七
頁
（
韓
国
語
）。Se

e
also,

D
ate

a
n
d
T
i
m
e:

N
o
v
e
m
b
er2

0,
19
7
1,

1
0:0

5
12:20,

L
ocatio

n:
C
o
nfere

n
ce

R
o
o
m,

N
e
utral

N
atio

n
s
S
u
p
ervisor

y

C
o
m
m
issio

n,
P
a
n
m
u
nje

o
m,"

Ja
m
es

P
erso

n(
e
d.),

,
P
re
p
are

d
for

th
e
C
o
nfere

n
ce:

N
e
w

D
oc

u
m
e
nts

a
n
d

N
e
w

H
istories;

T
w
e
nty

First
C
e
ntu

r
y
P
ersp

ectiv
es

o
n
th

e
K
ore

a
n

W
ar,

J
u
n
e1
6
1
7,

2
0
1
0,

In
d
e
p
e
n
d
e
n
ce,

M
isso

u
ri

O
r
g
a
nize

d

b
y
H
arr

y
S.

T
r
u
m
a
n
P
resid

e
ntial

Librar
y
a
n
d
th

e
W
o
o
dro

w
W
ilso

n
Inter

n
atio

n
al

C
e
nter

for
S
c
h
olars'

N
orth

K
orea

Inter
n
atio

n
al

D
oc

u
m
e
ntatio

n
P
roject,

p
p.
21
3
2
15.

（
80
）

鄭
洪
鎮
南
北
調
節
委
員
会
ソ
ウ
ル
側
監
査
委
員
（
二
〇
〇
三
・
五
・
二
二
）

康
仁
徳
・
宋
鍾
奐
他
、
前
掲
書
、
四
九
八
頁
（
韓
国

語
）。

（
81
）

T
ele

g
ra

m
fro

m
th

e
E
m
b
ass

y
in

K
ore

a
to

th
e
D
e
p
art

m
e
nt

of
State,

S
e
o
ul,

D
ece

m
b
er2,

19
71,

09
5
2

Z,"

,
p
p.2
9
8
29
9.

以
下
、
こ
の
電
報
か
ら
の
引
用
は
、
こ
の
文
献
に
よ
る
。

（
82
）

金
聖
鎭

朴
正
煕
を
語
る
│
│
そ
の
改
革
、
政
治
、
そ
し
て
過
剰
忠
誠

ソ
ウ
ル
、
サ
ル
ム
カ
ク
ム
、
二
〇
〇
六
年
、
一
四
四
～
一
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四
五
頁
（
韓
国
語
）。

（
83
）

教
育
事
業
で
社
会
主
義
教
育
学
の
原
理
を
徹
底
し
て
具
現
す
る
こ
と
に
つ
い
て
│
│
全
国
教
育
大
会
で
行
っ
た
演
説
（
一
九
七
一

年
一
二
月
二
七
日
）

前
掲
、

金
日
成
全
集
（
四
八
）
、
三
八
四
頁
（
朝
鮮
語
）。

（
84
）

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
当
面
す
る
政
治
経
済
政
策
と
幾
つ
か
の
国
際
問
題
に
つ
い
て
│
│
日
本
《
読
売
新
聞
》
記
者
が
提

起
し
た
質
問
に
対
す
る
回
答
（
一
九
七
二
年
一
月
一
〇
日
）
、
同
右
、
一
六
六
～
一
六
七
頁
（
朝
鮮
語
）。

（
85
）

米
国
務
省
も
、
こ
の
提
案
の
内
容
が
過
去
の
金
日
成
の
発
言
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
注
視
し
て
い
た
。Se

e,
[
C
o
nfid

e
ntial]

T
ele

g
ra

m,
D
e
p
art

m
e
nt

of
State

to
A
m
erica

n
E
m
b
ass

y
S
e
o
ul,

E
m
b
ass

y
T
o
k
y
o,

S
e
o
ul

a
n
d

H
o
n
g

K
o
n
g(

S
e
o
ul

03
54),"

,
p.
68
4.

こ
の
電
報
は
、
そ
の
約
二
週
間
後
に
日
本

社
会
党
機
関
紙

社
会
新
報

に
掲
載
さ
れ
た
会
見
で
、
金
日
成
が
南
北
平
和
協
定
の
締
結
が
在
韓
米
軍
撤
収
を
前
提
と
し
な
い
こ
と
を

こ
ん
ど
の
平
和
協
定
が
過
去
の
も
の
と
は
ち
が
う
点

と
し
て
強
調
し
た
こ
と
に
も
改
め
て
注
意
を
喚
起
し
て
い
た
。
な
お
、

社
会
新

報

と
の
会
見
は
上
記
の

読
売
新
聞

と
の
会
見
の
翌
日（
一
九
七
二
年
一
月
一
一
日
）
に
行
な
わ
れ
た
。
金
日
成
の

社
会
新
報

と
の
会
見
内
容
は
、

金
日
成
首
相
と
語
る

社
会
新
報

一
九
七
二
年
一
月
二
六
日
を
参
照
。

（
86
）

こ
の
詳
細
は
、
前
掲
拙
稿

韓
国
第
七
代
大
統
領
選
挙

安
保
論
争

と
北
朝
鮮
（
四
・
完
）
、
を
参
照
。

（
87
）

ハ
ン
・
ウ
ン
ホ

南
北
政
治
協
商
を
進
行
す
る
こ
と
に
関
す
る
方
案
は
遅
滞
な
く
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

労
働
新
聞

一
九
七
二
年
二
月
二
二
日
（
朝
鮮
語
）。
な
お
、
一
九
七
一
年
一
二
月
一
一
日
に
金
日
成
と
会
見
し
た
ソ
連
最
高
会
議
代
表
団
か
ら
の
情

報
を
駐
朝
ソ
連
大
使
経
由
で
入
手
し
纏
め
た
駐
朝
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
の
電
報
に
よ
れ
ば
、
七
一
年
一
一
月
末
の
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員

会
第
五
期
第
三
次
全
体
会
議
で
は
、

南
朝
鮮

の

進
歩
勢
力

は
依
然
弱
く
、

革
命
的
な
状
況

に
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、

進

歩
勢
力

が
力
を
得
る
た
め
に
朴
正
煕
を
孤
立
さ
せ
、

破
産

に
追
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
と
い
う
。

金
日
成
も
美
術
品
の
交
換
、
体
育
人
の
交
流
な
ど
の
対
南
提
案
を
行
い
、

極
右
政
党

と
も
協
議
す
る
用
意
を
示
す
こ
と
で
、
朴
正
煕

に
も

非
常
口

を
与
え
る
意
思
を
示
し
た
。
そ
こ
で
金
日
成
は
、
朴
正
煕
が
生
き
残
り
た
け
れ
ば
、
そ
の

非
常
口

を
使
う
で
あ
ろ

う
し
、
使
わ
な
け
れ
ば
消
滅
す
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
と
い
う
（T

ele
g
ra

m,
H
u
n
g
aria

n
E
m
b
ass

y
D
P
R
K
to

H
u
n
g
aria

n

F
oreig

n
M
inistr

y,"
,

p.
6
5
6

）。

（
88
）

M
e
m
ora

n
d
u
m
for

D
r.

K
issin

g
er,

Ja
n
u
ar
y3
1,

1
9
7
2
"
‹
http://

g
ale

n
et.

g
ale

g
ro

u
p.
co

m/
servlet/

D
D
R
S?

vrs
n=
‑
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1.0
&

slb=
K/

E&
locI

D=
jp
n
d
a&

src
htp=

b
asic&

c=
66
6
&

ste=
4
&

tx
b=

k
ore

a&
sort

T
y
p
e=

R
e
v
C
h
ro

n›.

（
89
）

M
e
m
ora

n
d
u
m
fro

m
Jo

h
n
H.

H
oldrid

g
e
of

th
e
N
atio

n
al

S
ec

u
rity

C
o
u
n
cil

Staff
to

th
e
P
resid

e
nt'

s
A
ssista

nt

for
N
atio

n
al

S
ec

u
rity

A
ffairs(

K
issin

g
er),

W
as
hin

gto
n,

F
e
br

u
ar
y1
2,

1
9
7
2,"

,
p
p.
31
6
317.

（
90
）

In
d
oc

hin
a:

A
n
E
q
uita

ble
P
ro

p
osal

for
P
e
ace,

A
d
dress

b
y
P
resid

e
nt

N
ix
o
n,"

,
V
olu

m
e
L
X
V
I,

N
o.17

0
3
(
F
e
br

u
ar
y14,

1
97
2),

p
p.
1
8
1
1
85.

（
91
）

社
会
主
義
社
会
で
の
職
業
同
盟
の
性
格
と
任
務
に
つ
い
て
│
│
朝
鮮
職
業
総
同
盟
第
五
次
大
会
で
行
っ
た
演
説
（
一
九
七
一
年
一

二
月
一
四
日
）

前
掲
、

金
日
成
全
集
（
四
八
）
、
五
九
頁
（
朝
鮮
語
）。

（
92
）

Joint
C
o
m
m
u
niq

u
e
b
et

w
e
e
n
th

e
P
e
o
ple'

s
R
e
p
u
blic

of
C
hin

a
a
n
d
th

e
U
nite

d
States,"

,
V
olu

m
e
L
X
V
I,

N
o.1
70
8
(

M
arc

h2
0,

1
97
2),

p
p.
4
3
5
4
3
8.

中
美
聯
合
公
報
（
一
九
七
二
年
二
月
二
八
日
）

廉
正

保
主
編

中
華
人
民
共
和
国
外
交
大
事
記
（
第
四
巻
）

北
京
、
世
界
知
識
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
三
五
一
～
三
五
六
頁
。
以
下
、
引

用
は
、

文
書
二
一

ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
訪
中
に
際
し
て
の
米
中
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
（
上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
）、
一
九
七
二
年
二
月
二
八
日

毛
里
・
増
田
監
訳
、
前
掲
書
、
三
三
六
～
三
三
九
頁
に
よ
る
。
な
お
、
駐
朝
東
独
大
使
館
に
よ
る
と
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
に
合
わ
せ
て
北
朝

鮮
外
務
省
関
係
者
が
大
挙
し
て
訪
中
し
、
一
月
上
旬
に
金
日
成
も
極
秘
に
訪
中
し
た
と
い
う
（Se

e,
S
c
h
a
efer,

.,
p
p.36

3
7

）。

（
93
）

M
e
m
ora

n
d
u
m

of
C
o
n
v
ersatio

n,
2
3

F
e
br

u
ar
y
19
72,

2:0
0

p.
m.

6:0
0

p.
m.,"‹

http://
w
w
w.

g
w
u.
e
d
u/

~
n
sarc

hiv/
N
S
A
E
B
B/

N
S
A
E
B
B10

6/
N
Z
2.

p
df›,

p
p.
16

1
7

（
邦
訳
、

一
九
七
二
年
二
月
二
三
日

ニ
ク
ソ
ン
・
周
恩
来
第
二

回
会
談

毛
里
和
子
・
毛
里
興
三
郎
訳

ニ
ク
ソ
ン
訪
中
機
密
会
談
録

、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
、
九
九
～
一
〇
〇
意
頁
）

．

以
下
、
ニ
ク
ソ
ン
・
周
恩
来
第
二
回
会
談
か
ら
の
引
用
は
こ
の
文
献
に
よ
る
。
な
お
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
の
際
の
周
恩
来
と
の
朝
鮮
問
題
討

議
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿

米
中
接
近
と
韓
国

、
一
七
三
頁
も
併
せ
て
参
照
。

（
94
）

王
泰
平
主
編
、
前
掲
書
、
四
〇
～
四
二
頁
。

（
95
）

社
説

勝
利
は
正
義
の
偉
業
の
た
め
の
人
民
の
側
に
あ
る

労
働
新
聞

一
九
七
二
年
三
月
四
日
（
朝
鮮
語
）。

（
96
）

韓
国
外
交
関
係
資
料
集
（
立
法
参
考
資
料
第
一
九
三
号
）

ソ
ウ
ル
、
国
会
図
書
館
立
法
調
査
局
、
一
九
七
六
年
、
四
〇
七
頁
（
韓

国
語
）。

（
97
）

わ
れ
わ
れ
の
平
和
統
一
外
交

ソ
ウ
ル
、
外
務
部
、
一
九
七
七
年
、
一
二
七
頁
（
韓
国
語
）。
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（
98
）

受
信
‥
外
務
部
長
官
、
発
信
‥
駐
仏
大
使

N
ix
o
n,

R
ic
h
ard

米
国
大
統
領
中
国
（
旧
中
共
）
訪
問
、
一
九
七
二
・
二
・
二
一

│
二
八

全
三
巻
（

V・
二

一
九
七
二
年
）
（
分
類
番
号
、
七
二
七
・
七
二

U
S／

C
P、
登
録
番
号
五
一
二
〇
）
所
収
（
韓
国
語
）。

当
時
の
駐
仏
大
使
が
白
壽
榮
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

韓
国
外
交
三
〇
年

ソ
ウ
ル
、
外
務
部
、
一
九
七
九
年
、
四
五
二
頁
（
韓
国
語
）
に

よ
る
。

（
99
）M

u
rre

y
M
ard

er,
I
m
pro

v
e
d
T
ies

S
o
u
g
ht

in'7
2,"

,
M
arc

h8,
1
97
2.

な
お
、
在
日
本
朝
鮮
人
総
聯

合
会
第
一
副
議
長
の
金
炳
植
も
ま
た
、
米
朝
間
の

国
交
樹
立

は
、

上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

と
同
様
に

平
和
共
存
五
原
則

の
基
礎

の
上
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
（Se

e,
S
elig

S.
H
arriso

n,
N
orth

K
orea

H
ints

S
hift

o
n
U.
S.

T
ies,"

‑

,
M
arc

h7,
1
97
2

）。

（
100

）[
C
o
nfid

e
ntial]

T
ele

g
ra

m,
A
m
erica

n
E
m
b
ass

y
S
e
o
ul

to
S
ecretar

y
of

State(
S
e
o
ul0

1
3
96),

R
O
K

C
o
n
cer

n
s

a
b
o
ut

U.
S.

N
orth

K
ore

a
n
R
elatio

n
s',"

.,
p
p.
70
0
7
01.

金
溶
植
、
前
掲
書
、
二
五
九
頁
（
韓
国
語
）。

（
101

）

M
e
m
ora

n
d
u
m
of

C
o
n
v
ersatio

n,
W
as
hin

gto
n,

A
pril1

4,
1
9
7
2,"

,
p
p.
33
4
3
35.

（
102

）

現
国
際
国
内
情
勢
と
人
民
軍
の
前
に
現
れ
る
幾
つ
か
の
課
題
に
つ
い
て
│
│
朝
鮮
人
民
軍
東
海
地
区
陸
海
空
軍
指
揮
官
、
政
治
イ

ル
ク
ン
会
議
で
行
っ
た
演
説
（
一
九
七
二
年
三
月
二
四
日
）

金
日
成
全
集
（
四
八
）
、
三
〇
四
～
三
〇
五
頁
（
朝
鮮
語
）。

（
103

）

米
国
《
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
》
紙
記
者
と
行
っ
た
談
話
（
一
九
七
二
年
五
月
二
六
日
）

前
掲
、

金
日
成
全
集
（
四
八
）
、

四
四
九
頁
（
朝
鮮
語
）。

（
104

）

平
和
統
一
外
交
政
策
宣
言
に
関
す
る
特
別
声
明
（
一
九
七
三
年
六
月
二
三
日
）

朴
正
煕
大
統
領
演
説
文
集
（
第
一
〇
輯
）

ソ
ウ

ル
、
大
統
領
秘
書
室
、
発
行
年
不
詳
、
一
六
五
頁
（
韓
国
語
）。
詳
細
は
、
拙
稿

韓
国

北
方
外
交

の
萌
芽
│
│
朴
正
煕

平
和
統

一
外
交
宣
言

の
諸
相

日
本
国
際
政
治
学
会
編

国
際
政
治
（
朝
鮮
半
島
の
国
際
政
治
）

第
九
二
号
（
一
九
八
九
年
一
〇
月
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。
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